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(57)【要約】
医療弁が、流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとの間
を移行する。そのために弁は、入口と出口とを伴うハウジングと、部材チャネルを伴う回
転部材とを有する。回転部材は、医療用具を入口に挿入した後に、弁を閉鎖モードから開
放モードに移行させるために、回転可能である。開放モード時には、部材チャネルが、入
口と出口を流体連通する。医療弁は、回転部材を閉鎖モードに向けて付勢する弾力部材も
有する。回転部材は、開放モードと閉鎖モードの間を回転するときに、弾力部材に沿って
摺動する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、前記医療弁が、
　入口と出口とを有するハウジングと；
　部材チャネルを伴う回転部材であり、前記回転部材が、医療用具を前記入口に挿入した
後に、前記弁を前記閉鎖モードから前記開放モードに移行させるために回転可能であり、
前記開放モード時に、前記部材チャネルが前記入口と前記出口とを流体連通する、回転部
材と；
　前記回転部材を前記閉鎖モードに向けて付勢する弾力部材であり、前記回転部材が、前
記開放モードと閉鎖モードの間を回転するときに、前記弾力部材に沿って摺動する、弾力
部材
　を含む、医療弁。
【請求項２】
　前記回転部材が、前記ハウジング内で実質的に縦方向に移動しない、請求項１に記載の
医療弁。
【請求項３】
　前記回転部材が、概ね半球形を有する部分を伴う第一表面と、概ね近位に露出された第
二表面とを有し、前記部材チャネルが、前記第一表面と第二表面の間に伸びる、請求項１
に記載の医療弁。
【請求項４】
　前記第一表面が、概ね円柱状の部分も有する、請求項３に記載の医療弁。
【請求項５】
　前記第一表面が、前記弾力部材とともに摺動シールを形成する密封部分を有する、請求
項３に記載の医療弁。
【請求項６】
　前記入口を密封するスワブ可能部材をさらに含む、請求項１に記載の医療弁。
【請求項７】
　前記スワブ可能部材が、中を通る再閉鎖可能な開口を有する、請求項６に記載の医療弁
。
【請求項８】
　前記弾力部材が、前記回転部材を支持する凹面を有する、請求項１に記載の医療弁。
【請求項９】
　前記凹面が、前記回転部材と合っている、請求項８に記載の医療弁。
【請求項１０】
　前記凹面が、第一曲率半径を伴う実質的に球形を有し、前記回転部材が、前記第一曲率
半径と実質的に同じ第二曲率半径を伴う、概ね半球形を有する部分を伴う第一表面を有す
る、請求項８に記載の医療弁。
【請求項１１】
　前記回転部材が、前記凹面に接触する第一表面を有し、前記第一表面および凹面が、異
なる形を有する、請求項８に記載の医療弁。
【請求項１２】
　前記弾力部材が、中を通る部材流体経路と、前記部材流体経路のまわりのワイピングシ
ールとを有し、前記回転部材が、前記部材チャネルのまわりを流体密封するために前記ワ
イピングシールを押圧する、請求項１に記載の医療弁。
【請求項１３】
　前記弾力部材が、前記弁が前記開放モードであるときに変形された弾力部材材料を受け
取るための、空隙を有する、請求項１に記載の医療弁。
【請求項１４】
　前記弾力部材が、前記ハウジングに化学的に結合される、請求項１に記載の医療弁。
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【請求項１５】
　前記部材チャネルが、長寸法と、前記長寸法に対して概ね垂直の短寸法とを伴う遠位開
口部を有し、前記回転部材が、前記長寸法に対して概ね垂直の方向に回転可能である、請
求項１に記載の医療弁。
【請求項１６】
　前記遠位開口部が、概ね卵形、概ね四角形、または概ね楕円形のうちの一つである、請
求項１５に記載の医療弁。
【請求項１７】
　前記医療用具の接続の間に、前記出口で正の流体移動が生じ、前記医療用具の取り外し
の間に、前記出口で実質的に中立の流体移動が生じる、請求項１に記載の医療弁。
【請求項１８】
　前記回転部材が、前記入口と前記出口との流体連通を断つために、約十五度以下の弧の
まわりを回転する、請求項１に記載の医療弁。
【請求項１９】
　前記医療用具が近位に進められるに伴い、前記回転部材が異なる角速度で回転し、前記
弁が前記開放モードから前記閉鎖モードへ移行するに伴い、前記角速度が減少する、請求
項１に記載の医療弁。
【請求項２０】
　前記医療用具が、シリンジ、管、または流体輸送デバイスの雄ポートのうちの一つであ
る、請求項１に記載の医療弁。
【請求項２１】
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、前記医療弁が、
　入口と出口とを有するハウジングと；
　部材チャネルを伴う回転部材であり、前記回転部材が、医療用具を前記入口に挿入した
後に、前記弁を前記閉鎖モードから前記開放モードに移行させるために回転可能であり、
前記開放モード時に、前記部材チャネルが、前記入口と前記出口とを流体連通する、回転
部材と；
　前記回転部材を支持する凹面を有する弾力部材
　を含む、医療弁。
【請求項２２】
　前記弾力部材が、前記回転部材を前記閉鎖モードに向けて付勢する、請求項２１に記載
の医療弁。
【請求項２３】
　前記回転部材が、前記開放モードと閉鎖モードの間を回転するときに、前記弾力部材に
沿って摺動する、請求項２１に記載の医療弁。
【請求項２４】
　前記弾力部材が、中を通る部材流体経路を有し、前記開放モード時に、前記部材流体経
路が前記入口と出口との間の流体チャネルの一部であり、前記回転部材が、前記開放モー
ドと閉鎖モードの間を回転するときに、前記弾力部材に沿って摺動する、請求項２１に記
載の医療弁。
【請求項２５】
　前記部材チャネルが遠位開口部を有し、前記閉鎖モード時に、前記弾力部材が、前記部
材チャネルの前記遠位開口部を実質的にカバーする、請求項２１に記載の医療弁。
【請求項２６】
　前記回転部材が、前記ハウジング内で実質的に縦方向に移動しない、請求項２１に記載
の医療弁。
【請求項２７】
　前記回転部材が、概ね半球形を有する部分を伴う第一表面と、概ね平坦な第二表面とを
有し、前記部材チャネルが、前記第一と第二表面の間に伸びる、請求項２１に記載の医療
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弁。
【請求項２８】
　前記第一表面が、概ね円柱状の部分も有する、請求項２７に記載の医療弁。
【請求項２９】
　前記入口を密封するスワブ可能部材をさらに含む、請求項２１に記載の医療弁。
【請求項３０】
　前記弾力部材が、中を通る部材流体経路と、前記部材流体経路のまわりのワイピングシ
ールとを有し、前記回転部材が、前記部材チャネルのまわりを流体密封するために前記ワ
イピングシールを押圧する、請求項２１に記載の医療弁。
【請求項３１】
　前記弾力部材が、前記弁が前記開放モードであるときに、変形された弾力部材材料を受
け取るための、空隙を有する、請求項２１に記載の医療弁。
【請求項３２】
　前記弾力部材が、前記ハウジングに化学的に結合される、請求項２１に記載の医療弁。
【請求項３３】
　前記部材チャネルが、近位開口部と遠位開口部とを有し、前記近位開口部が、前記遠位
開口部の面積より大きな面積を有する、請求項２１に記載の医療弁。
【請求項３４】
　前記部材チャネルが、長寸法と、前記長寸法に対して概ね垂直の短寸法とを伴う遠位開
口部を有し、前記回転部材が、前記長寸法に対して概ね垂直の方向に回転可能である、請
求項２１に記載の医療弁。
【請求項３５】
　前記遠位開口部が、概ね卵形、概ね四角形、または概ね楕円形のうちの一つである、請
求項３４に記載の医療弁。
【請求項３６】
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、前記医療弁が、
　入口と出口とを有するハウジングであり、前記ハウジングが、前記開放モード時に、前
記入口と前記出口との間に流体チャネルを含む、ハウジングと；
　部材チャネルを伴う回転部材であり、前記回転部材が、前記弁を前記閉鎖モードから前
記開放モードに移行させるために回転可能であり、前記開放モード時に、前記部材チャネ
ルが、前記入口と前記出口とを流体連通する、回転部材と；
　中を通る部材流体経路を有する弾力部材であり、前記部材流体経路が、前記開放モード
時に前記流体チャネルの一部であり、前記回転部材が、前記開放モードと閉鎖モードの間
を回転するときに、前記弾力部材に沿って摺動する、弾力部材
　を含む、医療弁。
【請求項３７】
　前記回転部材が、医療用具を前記入口に挿入した後に、回転可能である、請求項３６に
記載の医療弁。
【請求項３８】
　前記弾力部材が、前記回転部材を前記閉鎖モードに向けて付勢する、請求項３６に記載
の医療弁。
【請求項３９】
　前記弾力部材が、前記回転部材を支持する凹面を有する、請求項３６に記載の医療弁。
【請求項４０】
　前記部材チャネルが遠位開口部を有し、前記弾力部材が、前記部材チャネルの前記遠位
開口部をカバーする、請求項３６に記載の医療弁。
【請求項４１】
　前記回転部材が、前記ハウジング内で実質的に縦方向に移動しない、請求項３６に記載
の医療弁。
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【請求項４２】
　前記回転部材が、概ね半球形を有する部分を伴う第一表面と、概ね平坦な第二表面とを
有し、前記部材チャネルが、前記第一表面と第二表面の間に伸びる、請求項３６に記載の
医療弁。
【請求項４３】
　前記第一表面が、前記弾力部材とともに摺動シールを形成する密封部分を有する、請求
項４２に記載の医療弁。
【請求項４４】
　前記入口を密封するスワブ可能部材をさらに含む、請求項３６に記載の医療弁。
【請求項４５】
　前記弾力部材が、中を通る部材流体経路と、前記部材流体経路のまわりのワイピングシ
ールとを有し、前記回転部材が、前記部材チャネルのまわりを流体密封するために前記ワ
イピングシールを押圧する、請求項３６に記載の医療弁。
【請求項４６】
　前記弾力部材が、前記ハウジングに化学的に結合される、請求項３６に記載の医療弁。
【請求項４７】
　前記部材チャネルが、近位開口部と遠位開口部とを有し、前記近位開口部が、前記遠位
開口部の面積より大きな面積を有する、請求項３６に記載の医療弁。
【請求項４８】
　前記部材チャネルが、長寸法と、前記長寸法に対して概ね垂直の短寸法とを伴う遠位開
口部を有し、前記回転部材が、前記長寸法に対して概ね垂直の方向に回転可能である、請
求項３６に記載の医療弁。
【請求項４９】
　前記遠位開口部が、概ね卵形、概ね四角形、または概ね楕円形のうちの一つである、請
求項４８に記載の医療弁。
【請求項５０】
　前記医療用具の接続の間に、前記出口で正の流体移動が生じ、前記医療用具の取り外し
の間に、前記出口で実質的に中立の流体移動が生じる、請求項３６に記載の医療弁。
【請求項５１】
　前記回転部材が、前記入口と前記出口との流体連通を断つために、約十五度以下の弧の
まわりを回転する、請求項３６に記載の医療弁。
【請求項５２】
　前記医療用具が遠位に進められるに伴い、前記回転部材が異なる角速度で回転し、前記
弁が、前記閉鎖モードから前記開放モードへ移行するに伴い、前記角速度が増加する、請
求項３６に記載の医療弁。
【請求項５３】
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、前記医療弁が、
　入口と出口とを有するハウジングと；
　部材チャネルを伴う回転部材であり、前記回転部材が、医療用具を前記入口に挿入した
後に、前記弁を前記閉鎖モードから前記開放モードに移行させるために回転可能であり、
前記部材チャネルが遠位開口部を有し、前記開放モード時に、前記入口と前記出口とを流
体連通する、回転部材と；
　前記閉鎖モード時に、前記部材チャネルの前記遠位開口部を実質的にカバーする弾力部
材
　を含む、医療弁。
【請求項５４】
　前記弾力部材が、前記閉鎖モード時に前記部材チャネルの前記遠位開口部をカバーする
カバー部分を有し、前記カバー部分が、前記部材チャネルを密封しない、請求項５３に記
載の医療弁。
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【請求項５５】
　前記弾力部材が、前記閉鎖モード時に前記部材チャネルの前記遠位開口部をカバーする
カバー部分を有し、前記カバー部分が、前記部材チャネルを流体密封する、請求項５３に
記載の医療弁。
【請求項５６】
　前記開放モードと閉鎖モードの間を回転するときに、前記遠位開口部が、前記弾力部材
に沿って摺動する、請求項５３に記載の医療弁。
【請求項５７】
　前記弾力部材が、中を通る部材流体経路を有し、前記開放モード時に、前記遠位開口部
が前記部材流体経路と流体連通する、請求項５３に記載の医療弁。
【請求項５８】
　前記回転部材が、概ね半球形を有する部分を伴う第一表面と、概ね平坦な第二表面とを
有し、前記部材チャネルが、前記第一表面と第二表面の間に伸びる、請求項５３に記載の
医療弁。
【請求項５９】
　前記第一表面が、概ね円柱状の部分も有する、請求項５８に記載の医療弁。
【請求項６０】
　前記入口を密封するスワブ可能部材をさらに含む、請求項５３に記載の医療弁。
【請求項６１】
　前記弾力部材が、前記回転部材を支持する凹面を有する、請求項５３に記載の医療弁。
【請求項６２】
　前記凹面が、前記回転部材と合っている、請求項６１に記載の医療弁。
【請求項６３】
　前記弾力部材が、中を通る部材流体経路と、前記部材流体経路のまわりのワイピングシ
ールとを有し、前記回転部材が、前記部材チャネルのまわりを流体密封するために前記ワ
イピングシールを押圧する、請求項５３に記載の医療弁。
【請求項６４】
　前記弾力部材が、前記弁が前記開放モードであるときに変形された弾力部材材料を受け
取るための、空隙を有する、請求項５３に記載の医療弁。
【請求項６５】
　前記弾力部材が、前記ハウジングに化学的に結合される、請求項５３に記載の医療弁。
【請求項６６】
　前記部材チャネルが、近位開口部と遠位開口部とを有し、前記近位開口部が、前記遠位
開口部の面積より大きな面積を有する、請求項５３に記載の医療弁。
【請求項６７】
　前記部材チャネルが、長寸法と、前記長寸法に対して概ね垂直の短寸法とを伴う遠位開
口部を有し、前記回転部材が、前記長寸法に対して概ね垂直の方向に回転可能である、請
求項５３に記載の医療弁。
【請求項６８】
　前記遠位開口部が、概ね卵形、概ね四角形、または概ね楕円形のうちの一つである、請
求項６７に記載の医療弁。
【請求項６９】
　前記医療用具の接続の間に、前記出口で正の流体移動が生じ、前記医療用具の取り外し
の間に、前記出口で実質的に中立の流体移動が生じる、請求項５３に記載の医療弁。
【請求項７０】
　前記回転部材が、前記入口と前記出口との流体連通を断つために、約十五度以下の弧の
まわりを回転する、請求項５３に記載の医療弁。
【請求項７１】
　前記医療用具が遠位に進められるに伴い、前記回転部材が異なる角速度で回転し、前記
弁が、前記閉鎖モードから前記開放モードへ移行するに伴い、前記角速度が増加する、請
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求項５３に記載の医療弁。
【請求項７２】
　前記ハウジングから伸びてＹサイトチャネルを形成するＹサイトブランチをさらに含み
、
前記開放モード時に、前記Ｙサイトチャネルが前記出口と流体連通する、請求項５３に記
載の医療弁。
【請求項７３】
　医療弁を患者に接続するステップであり、前記医療弁が、入口と出口とを有するハウジ
ングと、部材チャネルを伴う回転部材とを含み、前記医療弁が、弾力部材も有する、ステ
ップと；
　前記回転部材に接触させるために、前記入口から医療用具を挿入するステップと；
　前記部材チャネルが前記入口と前記出口とを流体接続するまで、前記回転部材を回転お
よび前記弾力部材に沿って摺動させるために、前記ハウジング内で前記医療用具を遠位に
移動させるステップと；
　前記弁を通して、前記医療用具と前記患者との間で流体を輸送するステップ
　を含む、方法。
【請求項７４】
　前記部材チャネルが前記入口と前記出口とを流体接続するときに、前記弁が、前記入口
と前記出口との間に流体チャネルを形成し、前記流体チャネルが、実質的に縦方向に向け
られる、請求項７３に記載の方法。
【請求項７５】
　前記弾力部材が、前記入口および前記出口がずれるように、前記回転部材に付勢し、前
記ずれにより、前記弁が、前記弁を通る流体の流れを妨げる閉鎖モードになる、請求項７
３に記載の方法。
【請求項７６】
　前記医療用具が、その遠位端に標準的なルアーテーパを有するシリンジである、請求項
７３に記載の方法。
【請求項７７】
　前記回転部材が、近位露出表面を有し、移動させるステップが、前記近位露出表面に沿
って前記医療用具を摺動させるステップを含む、請求項７３に記載の方法。
【請求項７８】
　前記医療用具を遠位に移動することにより、前記回転部材が回転方向にのみ移動し、前
記回転要素が、実質的に縦方向に移動しない、請求項７３に記載の方法。
【請求項７９】
　前記弁を開放モードから閉鎖モードに移行させるために、前記医療用具を一定速度で近
位に移動させるステップをさらに含み、前記回転部材の前記回転速度が、前記閉鎖モード
に向かって回転するに伴い減少する、請求項７３に記載の方法。
【請求項８０】
　前記弁を開放モードから閉鎖モードに移行させるために、前記医療用具を近位に移動さ
せるステップをさらに含み、前記医療用具を近位に移動させるときに、前記弁が、実質的
に中立の流体移動を有する、請求項７３に記載の方法。
【請求項８１】
　前記回転部材が前記弾力部材に沿って摺動する実質的に全時間において、前記医療用具
が前記回転部材に接触する、請求項７３に記載の方法。
【請求項８２】
　輸送するステップが、前記医療用具から前記患者に流体を注入するステップを含む、請
求項７３に記載の方法。
【請求項８３】
　前記入口に前記医療用具を挿入した後に、前記出口を通る正の流体移動を生み出すステ
ップをさらに含む、請求項７３に記載の方法。
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【請求項８４】
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、前記医療弁が、
　入口と出口とを有するハウジングと；
　中を通る部材チャネルを伴う可動部材であり、前記可動部材が、医療用具を前記入口に
挿入した後に、前記弁を前記閉鎖モードから前記開放モードに移行させるために可動であ
り、前記部材チャネルが、前記開放モード時に、前記入口と前記出口とを流体連通する、
可動部材と；
　前記出口と流体連通する部材流路を有する弾力部材であり、前記開放モードと前記閉鎖
モードとの間を移行するときに、前記可動部材が前記弾力部材に沿って摺動する、弾力部
材
　を含み、
　前記弾力部材が、通常、前記部材流路のまわりにフランジを有し、前記可動部材が前記
フランジを圧迫し、前記閉鎖モード時に、前記フランジが、前記部材チャネルから前記部
材流路の流体連通を断つ、医療弁。
【請求項８５】
　前記部材チャネルが遠位開口部を有し、前記開放モード時に、前記フランジが、概ね前
記遠位開口部のまわりにある、請求項８４に記載の医療弁。
【請求項８６】
　前記開放モード時に、前記フランジが、前記遠位開口部のまわりを概ね密封する、請求
項８５に記載の医療弁。
【請求項８７】
　前記可動部材が回転部材である、請求項８４に記載の医療弁。
【請求項８８】
　前記フランジが、前記部材流路の上に張り出す、請求項８４に記載の医療弁。
【請求項８９】
　前記可動部材が、前記フランジと接触する前記可動部材の前記部分の輪郭と概ね相補的
な前記輪郭を伴う表面を有するように、前記フランジを圧迫する、請求項８４に記載の医
療弁。
【請求項９０】
　前記フランジが、前記可動部材に対してワイプすることにより、効果的にワイパーシー
ルを形成する、請求項８４に記載の医療弁。
【請求項９１】
　前記弁が、前記開放と閉鎖モードの間を移行する全時間において、前記可動部材が、前
記フランジを圧迫する、請求項８４に記載の医療弁。
【請求項９２】
　前記弾力部材が、シリコーンを含む、請求項８４に記載の医療弁。
【請求項９３】
　前記部材チャネルが遠位開口部を有し、前記弁が部分開放モードを有し、前記部分開放
モード時に、前記遠位開口部が、前記フランジの第一部分と第二部分の間にあり、前記部
分開放モード時に、前記第一部分が前記遠位開口部を横切って伸び、前記部分開放モード
時に、前記フランジの前記第二部分が前記遠位開口部の半径方向外側にある、請求項８４
に記載の医療弁。
【請求項９４】
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、前記医療弁が、
　入口と出口とを有するハウジングと；
　中を通る部材チャネルを伴う可動部材であり、前記可動部材が、医療用具を前記入口に
挿入した後に、前記弁を前記閉鎖モードから前記開放モードに移行させるために可動であ
り、前記開放モード時に、前記部材チャネルが、前記入口と前記出口とを流体連通する、
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可動部材と；
　近位開口部を伴う部材流路を有する弾力部材であり、前記弾力部材が、前記部材流路の
前記近位開口部のまわりにフランジも有し、前記閉鎖モード時に、前記フランジが前記近
位開口部を密封する、弾力部材
　を含む、医療弁。
【請求項９５】
　前記部材流路が、遠位端と、前記近位開口部と前記遠位端との間の内側部分とを有し、
前記部材流路の内寸の大きさが、前記近位開口部から前記内側部分にかけて増加する、請
求項９４に記載の医療弁。
【請求項９６】
　前記可動部材が、前記フランジと接触する前記可動部材の前記部分の輪郭に概ね対応す
る前記輪郭に、前記フランジを圧迫する、請求項９４に記載の医療弁。
【請求項９７】
　前記閉鎖モード時に、前記フランジが、前記部材チャネルから前記部材流路の流体連通
を断つ、請求項９４に記載の医療弁。
【請求項９８】
　前記部材チャネルが遠位開口部を有し、前記開放モード時に、前記フランジが、概ね前
記遠位開口部のまわりにある、請求項９４に記載の医療弁。
【請求項９９】
　前記開放モード時に、前記フランジが、前記遠位開口部のまわりを概ね密封する、請求
項９８に記載の医療弁。
【請求項１００】
　前記可動部材が回転部材である、請求項９４に記載の医療弁。
【請求項１０１】
　前記弾力部材が、前記可動部材を支持する、請求項９４に記載の医療弁。
【請求項１０２】
　前記可動部材が、前記閉鎖モードにおいて、前記近位開口部を密封するために前記フラ
ンジを圧迫する、請求項９４に記載の医療弁。
【請求項１０３】
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、前記医療弁が、
　入口と出口とを有するハウジングと；
　中を通る部材チャネルを伴う可動手段であり、前記可動手段が、医療用具を前記入口に
挿入した後に、前記弁を前記閉鎖モードから前記開放モードに移行させるために可動であ
り、前記開放モード時に、前記部材チャネルが、前記入口と前記出口とを流体連通する、
可動部材と；
　前記出口と流体連通する部材流路を有する弾力部材であり、前記開放モードと前記閉鎖
モードとの間を移行するときに、前記可動手段が前記弾力部材に沿って摺動する、弾力部
材
　を含み、
　前記弾力部材が、通常、前記部材流路のまわりに密封用手段を有し、前記可動手段が前
記密封手段を圧迫し、前記閉鎖モード時に、前記密封手段が、前記部材チャネルから前記
部材流路の流体連通を断つ、医療弁。
【請求項１０４】
　前記密封手段が、フランジを含む、請求項１０３に記載の医療弁。
【請求項１０５】
　前記可動手段が、回転部材を含む、請求項１０３に記載の医療弁。
【請求項１０６】
　前記密封手段が、前記部材流路の近位開口部を形成し、前記近位開口部が周辺部を有し
、前記密封手段が、前記開放および閉鎖モードの両方において、前記近位開口部の前記周
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辺部を密封する、請求項１０３に記載の医療弁。
【請求項１０７】
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、前記医療弁が、
　入口部分と出口部分とを有するハウジングと；
　突出部材を有する回転部材と；
　前記突出部材と嵌合する相補的表面を有する弾力部材
　を含み、
　前記ハウジングの前記入口部分および出口部分が、前記突出部材を前記弾力部材に対し
て圧迫することにより、前記弁を前記閉鎖モードに付勢する、医療弁。
【請求項１０８】
　前記ハウジングが出口を有し、前記弾力部材が、前記出口と流体連通する流路も有し、
前記入口および出口部分が、前記突出部材を前記弾力部材に対して圧迫することにより、
前記閉鎖モードにおいて前記弾力部材の前記流路を密封する、請求項１０７に記載の医療
弁。
【請求項１０９】
　前記回転部材が、前記開放モード時に実質的に漏れがなく前記流路と流体連通する、部
材チャネルを含み、前記開放モード時に、前記部材チャネルが前記流路に界面で接触し、
前記開放モード時に、前記突出部材の前記弾力部材に対する圧迫が界面を密封することに
より、前記実質的に漏れがない流体連通を提供する、請求項１０８に記載の医療弁。
【請求項１１０】
　前記弾力部材が、前記ハウジングの前記入口部分に接触する、近位に設置された表面を
有し、前記近位に設置された表面の少なくとも一部が、通常は前記相補的表面から通常距
離であり、前記突出部材が所定の厚みであり、前記所定の厚みが、前記通常距離より大き
い、請求項１０７に記載の医療弁。
【請求項１１１】
　前記弾力部材が、前記相補的表面の遠位に開口部を有し、前記開口部が、前記弾力部材
の変形を許容する、請求項１０７に記載の医療弁。
【請求項１１２】
　前記突出部材が、前記相補的表面の第一部分と、前記相補的表面の第二部分とに各自が
それぞれ接触する、第一および第二突出部材を含み、前記相補的表面が、前記第一部分と
第二部分の間に第三部分も有し、前記第一、第二、および第三部分が、通常、実質的に平
面の表面を形成する、請求項１０７に記載の医療弁。
【請求項１１３】
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、前記医療弁が、
　入口と出口とを有するハウジングと；
　中を通る部材チャネルを伴う回転部材であり、前記回転部材が、医療用具を前記入口に
挿入した後に、前記弁を前記閉鎖モードから前記開放モードに移行させるために回転可能
であり、前記開放モード時に、前記部材チャネルが、前記入口と前記出口とを流体連通す
る、回転部材と；
　前記入口と前記出口との流体接続を断つために、前記回転部材に付勢する弾力部材であ
り、前記弾力部材が、前記回転部材の縦方向の移動を実質的に妨げるために前記回転部材
と嵌合する相補的部分を有する、弾力部材
　を含む、医療弁。
【請求項１１４】
　回転部材が、入口に挿入された前記医療用具に接触するように近位に露出された用具表
面を有し、前記医療用具が前記回転部材に遠位方向の力を加えた後に、前記回転部材を軸
のまわりで回転させるように、前記用具表面が配置される、請求項１１３に記載の医療弁
。
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【請求項１１５】
　前記軸が、前記弁の前記縦軸に実質的に直交する、請求項１１４に記載の医療弁。
【請求項１１６】
　前記弾力部材の前記相補的部分が、通常、前記弁の前記縦軸のまわりの捩れを共同で防
ぐ、第一および第二隣接壁を有する、請求項１１３に記載の医療弁。
【請求項１１７】
　前記第一壁が、通常、前記第二壁に直交する、請求項１１６に記載の医療弁。
【請求項１１８】
　前記開放モードと閉鎖モードの間を移行するときに、前記回転部材が、前記弾力部材に
沿って摺動する、請求項１１３に記載の医療弁。
【請求項１１９】
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、前記医療弁が、
　入口を伴う内部を有するハウジングと；
　前記ハウジングの前記内部内の回転部材であり、前記回転部材が、概ね平面の嵌合表面
を伴う突出部材を有し、前記回転部材が、前記嵌合表面と平行でない、概ね平面の用具表
面も有し、前記入口に挿入された医療用具との接触を可能にするために、前記用具表面が
前記入口に露出される、回転部材と；
　前記回転部材を閉鎖モードに付勢するために、前記突出部材の前記嵌合表面と嵌合する
相補的表面を有する、弾力部材
　を含む、医療弁。
【請求項１２０】
　前記ハウジングが出口を有し、前記回転部材が中を通る部材チャネルも有し、前記回転
部材が、前記弁を前記閉鎖モードから前記開放モードに移行させるために、前記弾力部材
の前記力に反して回転可能であり、前記開放モード時に、前記部材チャネルが、前記入口
と前記出口とを流体連通する、請求項１１９に記載の医療弁。
【請求項１２１】
　前記弾力部材が、エラストマを含む、請求項１１９に記載の医療弁。
【請求項１２２】
　前記ハウジングが出口を形成し、前記閉鎖モード時に、前記突出部材の前記嵌合表面が
、概ね前記出口に面する、請求項１１９に記載の医療弁。
【請求項１２３】
　前記回転部材が、実質的に前記弾力部材に対して縦方向に可動でない、請求項１１９に
記載の医療弁。
【請求項１２４】
　前記入口において、スワブ可能シールを更に含む、請求項１１９に記載の医療弁。
【請求項１２５】
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、前記医療弁が、
　入口と出口とを有するハウジングと；
　中を通る部材チャネルを伴う可動部材であり、前記部材チャネルが、前記可動部材の近
位開口部と遠位開口部との間に伸び、前記可動部材が、前記弁を前記閉鎖モードから前記
開放モードに移行させるために所定の方向に可動であり、前記開放モード時に、前記部材
チャネルが、前記入口と前記出口とを流体連通する、可動部材
　を含み、
　前記部材チャネルの前記遠位開口部が、前記所定の方向と概ね平行である所定の寸法を
有し、前記遠位開口部が、前記所定の寸法に概ね直交する第二寸法も有し、前記所定の寸
法が前記第二寸法より小さい、医療弁。
【請求項１２６】
　前記閉鎖モード時に前記部材チャネルの前記遠位開口部を密封する弾力部材をさらに含
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む、請求項１２５に記載の医療弁。
【請求項１２７】
　前記弾力部材が、前記可動部材を閉鎖位置へ付勢する、請求項１２６に記載の医療弁。
【請求項１２８】
　前記弾力部材が、前記出口と流体連通する所定の流路を有し、前記所定の流路が、第一
唇弁と第二唇弁とにより画定される近位開口部を有し、前記第一唇弁と第二唇弁の間の距
離が、前記所定の寸法よりも大きく、前記閉鎖モードから前記開放モードに移行するとき
に、前記遠位開口部が、少なくとも部分的に前記第一唇弁を通過する、請求項１２６に記
載の医療弁。
【請求項１２９】
　前記開放モード時に、前記部材チャネルの前記遠位開口部が、前記第一唇弁と前記第二
唇弁の間にある、請求項１２８に記載の医療弁。
【請求項１３０】
　前記開放モード時に、前記遠位開口部が、前記第二唇弁よりも前記第一唇弁に近い、請
求項１２９に記載の医療弁。
【請求項１３１】
　前記可動部材が回転部材である、請求項１２５に記載の医療弁。
【請求項１３２】
　前記遠位開口部が、長寸法と短寸法とを伴う概ね長方形であり、前記短寸法が前記所定
の寸法であり、前記長寸法が前記第二寸法である、請求項１２５に記載の医療弁。
【請求項１３３】
　前記遠位開口部が、長軸と短軸とを伴う概ね楕円形であり、前記短軸が前記所定の寸法
であり、前記長軸が前記第二寸法である、請求項１２５に記載の医療弁。
【請求項１３４】
　前記部材チャネルの前記近位開口部が、前記遠位開口部により画定される面積よりも大
きな前記面積を画定する、請求項１２５に記載の医療弁。
【請求項１３５】
　前記部材チャネルの前記近位開口部が、標準的なルアーの前記外寸よりも大きな寸法を
有する、請求項１２５に記載の医療弁。
【請求項１３６】
　前記第二寸法が、前記所定の寸法より約二倍以上大きい、請求項１２５に記載の医療弁
。
【請求項１３７】
　前記可動部材が、前記所定の方向だけに動くように、実質的に拘束される、請求項１２
５に記載の医療弁。
【請求項１３８】
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、前記医療弁が、
　入口と出口とを有するハウジングと；
　中を通る部材チャネルを伴う可動部材であり、前記部材チャネルが、前記可動部材の近
位開口部と遠位開口部との間に伸び、前記可動部材が、前記弁を前記閉鎖モードから前記
開放モードに移行させるために可動であり、前記開放モード時に、前記部材チャネルが、
前記入口と前記出口とを流体連通する、可動部材と；
　前記閉鎖モード時に前記部材チャネルの前記遠位開口部を密封する弾力部材であり、前
記部材チャネルが、概ね遠位に減少する内寸を有する、弾力部材
　を含む、医療弁。
【請求項１３９】
　前記部材チャネルが、遠位に次第に細くなる、請求項１３８に記載の医療弁。
【請求項１４０】
　前記可動部材が回転部材である、請求項１３８に記載の医療弁。
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【請求項１４１】
　前記弾力部材が、前記可動部材を閉鎖モードに付勢する、請求項１３８に記載の医療弁
。
【請求項１４２】
　前記開放モードと閉鎖モードの間を移行するときに、前記可動部材が前記弾力部材に沿
って摺動する、請求項１３８に記載の医療弁。
【請求項１４３】
　前記遠位開口部が、概ね前記可動部材の移動の方向に第一内寸を有し、前記遠位開口部
が、概ね直交する内寸を有し、前記第一内寸が、前記概ね直交する内寸より小さい、請求
項１３８に記載の医療弁。
【請求項１４４】
　前記部材チャネルの前記近位開口部が、第一断面積を有し、前記部材チャネルの前記遠
位開口部が、第二断面積を有し、前記第一断面積が、前記第二断面積より大きい、請求項
１３８に記載の医療弁。
【請求項１４５】
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、前記医療弁が、
　入口と出口とを有するハウジングと；
　遠位に向けられた力に応じて移動する手段であり、前記移動手段が、中を通る部材チャ
ネルを有し、前記部材チャネルが、前記移動手段の近位開口部と遠位開口部との間に伸び
、前記移動手段が、前記弁を前記閉鎖モードから前記開放モードに移行させるために所定
の方向に可動であり、前記開放モード時に、前記部材チャネルが、前記入口と前記出口と
を流体連通する、手段と；
　を含み、
　前記部材チャネルの前記遠位開口部が、前記所定の方向と概ね平行である所定の寸法を
有し、前記遠位開口部が、前記所定の寸法に概ね直交する第二寸法も有し、前記所定の寸
法が、前記第二寸法より小さい、医療弁。
【請求項１４６】
　前記可動手段が可動部材を含む、請求項１４５に記載の医療弁。
【請求項１４７】
　前記移動手段が回転部材を含む、請求項１４５に記載の医療弁。
【請求項１４８】
　前記閉鎖モード時に前記部材チャネルを通る流体の流れを妨げるための弾力手段をさら
に含む、請求項１４５に記載の医療弁。
【請求項１４９】
　前記弾力手段が、前記移動手段を閉鎖モードに付勢する、請求項１４８に記載の医療弁
。
【請求項１５０】
　前記遠位に向けられた力が、前記入口から挿入された医療用具からのものである、請求
項１４５に記載の医療弁。
【請求項１５１】
　前記部材チャネルが、概ね遠位に次第に細くなる、請求項１４５に記載の医療弁。
【請求項１５２】
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、前記医療弁が、
　入口と出口とを有するハウジングと；
　前記入口と前記出口とを交互に流体接続するための、前記ハウジング内の弁機構であり
、前記入口と出口とが流体接続しているときに、前記弁が前記開放モードである、弁機構
と；
　を含み、
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　前記入口への医療用具の挿入により、前記出口で正の流体移動が生じ、
　前記弁が前記開放モードから前記閉鎖モードへ移行する際の、前記医療用具の回収によ
り、前記出口で実質的に中立の流体移動が生じる、前記医療弁。
【請求項１５３】
　前記弁機構が、
　中を通る部材チャネルを伴う回転部材であり、前記回転部材が、医療用具を前記入口に
挿入した後に、前記弁を前記閉鎖モードから前記開放モードに移行させるために回転可能
であり、前記開放モード時に、前記部材チャネルが、前記入口と前記出口とを流体連通す
る、回転部材と；
　前記回転部材を支持する弾力部材
　を含む、請求項１５２に記載の医療弁。
【請求項１５４】
　前記弾力部材が、前記回転部材を前記閉鎖モードに向けて付勢し、前記開放モードと閉
鎖モードの間を回転するときに、前記回転部材が前記弾力部材に沿って摺動する、請求項
１５３に記載の医療弁。
【請求項１５５】
　前記回転部材が、前記医療用具の縦方向挿入速度の関数である角速度で回転し、前記医
療用具が実質的に一定の速度で縦方向に移動するときに、前記回転部材が可変的回転速度
で回転する、請求項１５３に記載の医療弁。
【請求項１５６】
　前記医療用具が、所定の第一距離単位を近位に移動するときに、前記回転部材が、第一
弧に沿って前記開放モードから初期閉鎖位置へ回転し、前記医療用具が、前記第一弧の端
から所定の第二距離単位を近位に移動するときに、前記回転部材が、第二弧に沿って前記
初期閉鎖位置から第二閉鎖位置へ回転し、
　前記所定の第一および第二距離単位が、実質的に同じであり、前記第一弧が、前記第二
弧より大きい、請求項１５３に記載の医療弁。
【請求項１５７】
　前記回転部材が、前記開放モードから前記閉鎖モードへ移動するために、約十五度以下
回転する、請求項１５３に記載の医療弁。
【請求項１５８】
　前記入口を密封するスワブ可能部材をさらに含む、請求項１５３に記載の医療弁。
【請求項１５９】
　前記弾力部材が、前記回転部材を支持する凹面を有する、請求項１５３に記載の医療弁
。
【請求項１６０】
　医療弁を患者に接続するステップであり、前記医療弁が、入口と出口とを有するハウジ
ングと、前記ハウジング内の弁機構とを含む、ステップと；
　前記弁機構を開くために、前記入口から医療用具を挿入するステップであり、前記医療
用具の挿入により、前記出口で正の流体移動が生じる、ステップと；
　前記弁を通じて、前記医療用具と前記患者との間で流体を輸送するステップと；
　前記ハウジングの前記内部から前記医療用具を回収するステップであり、前記医療用具
の回収により、前記出口で実質的に中立の流体移動が生じるステップと
　を含む、方法。
【請求項１６１】
　前記弁機構が、中を通る部材チャネルを伴い、近位露出表面を有する回転部材を含み、
前記方法が、前記入口と前記出口とを流体接続するために前記回転部材を回転させるため
に、前記回転部材の前記近位露出表面の上で前記医療用具を摺動させるステップをさらに
含む、請求項１６０に記載の方法。
【請求項１６２】
　前記弁機構が、前記回転部材を閉鎖位置に向けて付勢する弾力部材も有する、請求項１
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６１に記載の方法。
【請求項１６３】
　前記回転部材が、前記開放モードに向かって回転するに伴い、前記回転部材が、前記医
療用具の遠位移動の縦方向長さにつきより大きな角速度で回転する、請求項１６１に記載
の方法。
【請求項１６４】
　回収の間に、前記回転部材の約十五度の回転の範囲内で、前記部材チャネルが前記入口
および出口の流体接続を断ち、その後、前記回転部材が、前記医療用具が前記回転部材の
前記近位露出表面にもはや接触しない休止位置へ、追加的な回転距離を回転する、請求項
１６１に記載の方法。
【請求項１６５】
　前記回転部材が回転する実質的に全時間において、前記医療用具が前記回転部材に接触
する、請求項１６１に記載の方法。
【請求項１６６】
　前記医療用具が、その遠位端に標準的なルアーテーパを有するシリンジである、請求項
１６０に記載の方法。
【請求項１６７】
　前記中立の流体移動により、プラスまたはマイナス約一マイクロリットルの逆流が生じ
る、請求項１６０に記載の方法。
【請求項１６８】
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、前記医療弁が、
　入口と出口とを有するハウジングと；
　中を通る部材チャネルを伴う回転部材であり、前記回転部材が、医療用具を前記入口に
挿入した後に、前記弁を前記閉鎖モードから前記開放モードに移行させるために回転可能
であり、前記開放モード時に、前記部材チャネルが、前記入口と前記出口とを流体連通す
る、回転部材
　を含み、
　前記回転部材が前記開放モードに向かって回転するに伴い、前記回転部材が、前記医療
用具の遠位移動の縦方向長さにつきより大きな角速度で回転する、医療弁。
【請求項１６９】
　前記医療用具が前記回転部材に接触する後まで、前記回転部材が回転しない、請求項１
６８に記載の医療弁。
【請求項１７０】
　前記回転部材が、初期閉鎖位置と全開位置とを有し、前記二つの位置の間の前記角距離
が、約十五度以下である、請求項１６８に記載の医療弁。
【請求項１７１】
　前記回転部材が休止位置を有し、前記休止位置と全開位置との間の前記角距離が、約十
五度より大きい、請求項１７０に記載の医療弁。
【請求項１７２】
　前記回転部材が、前記弁が前記開放モードと閉鎖モードの間を移行する際に前記医療用
具に対してカム表面としての役割をする、近位露出表面を有する、請求項１６８に記載の
医療弁。
【請求項１７３】
　前記弁が前記開放モードから前記閉鎖モードへ移行する際の、前記医療用具の回収によ
り、前記出口で実質的に中立の流体移動が生じる、請求項１６８に記載の医療弁。
【請求項１７４】
　前記入口への前記医療用具の挿入により、前記出口で正の流体移動が生じる、請求項１
７３に記載の医療弁。
【請求項１７５】
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　弾力部材をさらに含み、前記開放モードと閉鎖モードの間を移行するときに、前記回転
部材が前記弾力部材に対して摺動する、請求項１６８に記載の医療弁。
【請求項１７６】
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、前記医療弁が、
　入口と出口とを有するハウジングと；
　中を通る部材チャネルを伴う回転部材であり、前記回転部材が、医療用具を前記入口に
挿入した後に、前記弁を前記閉鎖モードから前記開放モードに移行させるために回転可能
であり、前記開放モード時に、前記部材チャネルが、前記入口と前記出口とを流体連通す
る、回転部材
　を含み、
　前記医療用具が前記入口に挿入されてないときに、前記回転部材が休止位置を有し、前
記開放モード時に、前記回転部材が開放位置を有し、
　前記開放モードから前記閉鎖モードに移行するときに、前記回転部材が前記開放位置か
ら中間位置へ回転し、前記中間位置が、前記開放位置と前記休止位置との間にあり、
　前記開放位置から前記中間位置に回転するときに、前記回転部材が、前記医療用具の遠
位移動の縦方向長さにつき第一角速度で回転し、前記中間位置から前記休止位置に回転す
るときに、前記回転部材が、前記医療用具の遠位移動の縦方向長さにつき第二角速度で回
転し、前記第一角速度が、前記第二角速度より大きい、医療弁。
【請求項１７７】
　前記回転部材を前記休止位置へ付勢する弾力部材をさらに含む、請求項１７６に記載の
医療弁。
【請求項１７８】
　前記回転部材が前記開放位置にある時に、前記弾力部材が第一付勢力を提供し、前記回
転部材が前記中間位置にある時に、前記弾力部材が第二付勢力を提供し、前記第一付勢力
が、前記第二付勢力より大きい、請求項１７７に記載の医療弁。
【請求項１７９】
　流体の流れを可能にする開放モードと、流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する医療
弁であり、前記医療弁が、
　入口と出口とを有するハウジングと；
　前記入口と前記出口とを交互に流体接続するための、前記ハウジング内の弁機構であり
、前記入口と出口とが流体接続しているときに、前記弁が前記開放モードである、弁機構
と；
　を含み、
　前記入口への医療用具の挿入により、前記出口で正の流体移動が生じ、
　前記弁が前記開放モードから前記閉鎖モードへ移行する際の、前記医療用具の回収によ
り、プラス二マイクロリットルとマイナス二マイクロリットルの間の流体移動が生じる、
医療弁。
【請求項１８０】
　前記弁機構が、
　中を通る部材チャネルを伴う回転部材であり、前記回転部材が、医療用具を前記入口に
挿入した後に、前記弁を前記閉鎖モードから前記開放モードに移行させるために回転可能
であり、前記開放モード時に、前記部材チャネルが、前記入口と前記出口とを流体連通す
る、回転部材と；
　前記回転部材を支持する弾力部材
　を含む、請求項１７９に記載の医療弁。
【請求項１８１】
　前記弾力部材が、前記回転部材を前記閉鎖モードに向けて付勢し、前記開放モードと閉
鎖モードの間を回転するときに、前記回転部材が前記弾力部材に沿って摺動する、請求項
１８０に記載の医療弁。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　本発明は、一般に医療弁に関し、特に、回転弁機構を有する医療弁に関する。
【背景技術】
【０００２】
　　一般に、医療弁デバイスは、患者の血管に非侵襲的に流体を注入（または流体を回収
する）するために繰り返しアクセスできる、密封されたポートとしての役割をすることが
多い。使用の間には、医療関係者が、患者に流体を注入（または流体を回収）するために
、適切に固定された医療弁の近位ポート内にシリンジを挿入しうる。一旦挿入されたシリ
ンジは、患者へ／から流体を自由に注入または回収しうる。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　　本発明の一実施形態によれば、医療弁が、流体の流れを可能にする開放モードと、流
体の流れを妨げる閉鎖モードとの間を移行する。そのために、弁は、入口と出口とを伴う
ハウジングと、部材チャネルを伴う回転部材とを有する。回転部材は、医療用具を入口に
挿入した後に、弁を閉鎖モードから開放モードに移行させるために、回転可能である。開
放モード時には、部材チャネルが、入口と出口を流体連通する。医療弁は、回転部材を閉
鎖モードに向けて付勢する弾力部材も有する。回転部材は、開放モードと閉鎖モードの間
で回転するときに、弾力部材に沿って摺動する。
【０００４】
　　回転部材は、例として、ハウジング内で縦方向に実質的に移動しない。さらに、回転
部材は、概ね半球形を有する部分を伴う第一表面と、概ね平坦な第二表面とを有しうる。
したがって、部材チャネルが、第一表面と第二表面の間に伸びうる。第一表面は、弾力部
材とともに摺動シールを形成する密封部分も有しうる。例えば、第一表面は、概ね円柱状
の部分を有しうる。
【０００５】
　　医療弁は、入口を密封するスワブ可能部材も有しうる。とりわけ、スワブ可能部材は
、中を通る再閉鎖可能開口を有しうる。さらに、弾力部材は、多様な方法で回転部材を支
持しうる。例えば、弾力部材は、回転部材を支持する凹面を有しうる。凹面は、例として
、回転部材と合わせられる。さらなる例として、凹面は、第一曲率半径を伴う実質的に球
形を有し、回転部材は、第一曲率半径と実質的に同じ第二曲率半径を有する、概ね半球形
を有する部分を伴う第一表面を有しうる。あるいは、回転部材は、凹面に接触するが、凹
面とは異なる形を有する、第一表面を有しうる。
【０００６】
　　弾力部材は、例示的に、中を通る部材流体経路と、部材流体経路のまわりのワイピン
グシールとを有する。回転部材は、部材チャネルのまわりを流体密封するために、ワイピ
ングシールを圧迫する。さらに、弾力部材は、弁が開放モードにあるときに変形した弾力
部材材料を受け取るための、空隙を有しうる。とりわけ、弾力部材は、ハウジングに化学
結合されうる。
【０００７】
　　いくつかの実施形態においては、部材チャネルは、長寸法と、長寸法に対して概ね垂
直の短寸法とを有する遠位開口部を有する。回転部材は、長寸法に対して概ね垂直の方向
に、回転可能である。とりわけ、遠位開口部は、概ね卵形、概ね四角形、または概ね楕円
形でありうる。他の実施態様においては、弁により、医療用具の接続の間には出口で正の
流体移動が、医療用具の取り外しの間には実質的に中立の流体移動が生じる。さらに、回
転部材は、入口と出口の流体連通を断つために、約十五度以下の弧のまわりを回転しうる
。
【０００８】
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　　取り外し時の流体移動を減らすために、医療用具が近位に進むに伴い、回転部材が異
なる角速度で回転しうる。この角速度は、弁が開放モードから閉鎖モードに移行するに伴
い、例えば減少する。さらに、医療用具はとりわけ、シリンジ、管、または流体輸送デバ
イスの雄ポートでありうる。
【０００９】
　　本発明の別の実施形態によれば、医療弁は、入口と出口とを有するハウジングと、部
材チャネルを伴う回転部材とを有する。回転部材は、医療用具を入口に挿入した後に、弁
を閉鎖モードから開放モードに移行させるために、回転可能である。開放モード時には、
部材チャネルが、入口と出口を流体連通する。医療弁は、回転部材を支持する凹面を伴う
弾力部材も有する。
【００１０】
　　本発明の別の実施形態によれば、医療弁は、開放モード時に、入口と出口とを伴うハ
ウジングと、入口と出口の間の流体チャネルとを有する。弁は、部材チャネルを伴う回転
部材も有する。回転部材は、弁を閉鎖モードから開放モードに移行させるために回転可能
であり、開放モード時には、部材チャネルが、入口と出口を流体連通する。加えて、弁は
、中を通る部材流体経路を伴う弾力部材をさらに有する。開放モード時には、部材流体経
路が流体チャネルの一部であり、回転部材は、開放モードと閉鎖モードの間を回転すると
きに、弾力部材に沿って摺動する。
【００１１】
　　本発明の別の実施形態によれば、医療弁は、入口と出口とを有するハウジングと、部
材チャネルを伴う回転部材とを有する。回転部材は、医療用具を入口に挿入した後に、弁
を閉鎖モードから開放モードに移行させるために、回転可能である。部材チャネルは遠位
開口部を有し、開放モード時に、入口と出口を流体連通する。弁は、閉鎖モード時に部材
チャネルの遠位開口部を実質的にカバーする、弾力部材も有する。
【００１２】
　　本発明の別の実施形態によれば、方法は、医療弁を患者に接続する。とりわけ、医療
弁は、入口と出口とを有するハウジングと、部材チャネルを伴う回転部材と、弾力部材と
を有する。そして、方法は、医療用具を入口から挿入して回転部材に接触させ、医療用具
をハウジング内で遠位に移動させて、部材チャネルが入口と出口を流体接続するまで回転
部材を回転および弾力部材に沿って摺動させる。最後に、方法は、弁を通して医療用具と
患者の間で流体を輸送する。
【００１３】
　　本発明の一実施形態によれば、医療弁が、流体の流れを可能にする開放モードと、流
体の流れを妨げる閉鎖モードとの間を移行する。そのために、弁は、入口と出口とを伴う
ハウジングと、中を通る部材チャネルを伴う可動部材とを有する。可動部材は、医療用具
を入口に挿入した後に、弁を閉鎖モードから開放モードに移行させるために、可動である
。開放モード時には、部材チャネルが入口と出口を流体連通する。弁は、出口と流体連通
する部材流路を伴う弾力部材も有する。可動部材は、開放モードと閉鎖モードの間を移行
するときに、弾力部材に沿って摺動する。弾力部材は通常、可動部材によって圧迫された
フランジを（部材流路のまわりに）有する。閉鎖モード時には、フランジにより、部材チ
ャネルから部材流路の流体接続が断たれる。
【００１４】
　　部材チャネルは、遠位開口部を有すればよく、開放モード時には、フランジが概ね遠
位開口部のまわりに配置されうる。開放モード時には、フランジが概ね遠位開口部のまわ
りを密封しうる。さらに、フランジは、部材流路に突き出ていればよい。
【００１５】
　　可動部材は、フランジに接触する可動部材の部分の輪郭と概ね相補的（ｃｏｍｐｌｉ
ｍｅｎｔａｒｙ）な輪郭を伴う表面を有するように、フランジを圧迫しうる。さらに、フ
ランジは、可動部材をワイプして、効果的にワイパーシールを形成しうる。いくつかの実
施形態においては、可動部材は、弁が開放モードと閉鎖モードの間で移行する時間全体に
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おいて、フランジを圧迫する。
【００１６】
　　とりわけ可動部材は、回転部材である。さらに、弾力部材は、シリコーンを含みうる
。いくつかの実施形態においては、部材チャネルは遠位開口部を有し、弁は部分開放モー
ドを有する。その場合には、部分開放モード時には、遠位開口部がフランジの第一および
第二部分の間にあり得、部分開放モード時には、第一部分が遠位開口部全体に伸びる。部
分開放モード時には、フランジの第二部分は、遠位開口部の半径方向外側にある。
【００１７】
　　本発明の別の実施形態によれば、医療弁は、入口と出口とを伴うハウジングと、中を
通る部材チャネルを伴う可動部材とを有する。可動部材は、医療用具を入口に挿入した後
に、弁を閉鎖モードから開放モードに移行させるために、可動である。開放モード時には
、部材チャネルが入口と出口を流体連通する。弁は、近位開口部を有する部材流路を伴う
弾力部材も有する。弾力部材は、部材流路の近位開口部のまわりにフランジも有し、フラ
ンジが、閉鎖モード時に近位開口部を密封する。
【００１８】
　　本発明の一態様によれば、医療弁は、流体の流れを可能にする開放モードと、流体の
流れを妨げる閉鎖モードとを有する。そのために、医療弁は、入口部分と出口部分とを伴
うハウジングと、突出部材を有する回転部材と、突出部材と嵌合する相補的表面を伴う弾
力部材とを有する。ハウジングの入口部分および出口部分は、弁を閉鎖モードに付勢する
ために、突出部材を弾力部材に対して圧迫する。
【００１９】
　　いくつかの実施形態においては、ハウジングは出口を有し、弾力部材は、出口と流体
連通する流路を有する。ハウジングの入口および出口部分は、閉鎖モード時に、弾力部材
の流路を密封するために、突出部材を弾力部材に対して圧迫しうる。特に、回転部材は、
開放モード時に弾力部材の遠位開口部と流体連通する、部材チャネルを有しうる。突出部
材の弾力部材に対する圧迫により、開放モード時に部材チャネルを密封しうる（例えば、
部材チャネルおよび遠位開口部のまわりを）。
【００２０】
　　さらに、弾力部材は、ハウジングの入口部分に接触する、近位に設置された表面を有
しうる。その表面の少なくとも一部は、通常は、相補的表面から通常距離である。また、
突出部材は、所定の厚みが通常距離よりも大きければよい。さらに、弾力部材は、相補的
表面の遠位に開口部を有し得、開口部が、弾力部材の変形を可能にする。
【００２１】
　　突出部材は、一つの部材、または、各々が相補的表面の第一部分と相補的表面の第二
部分とにそれぞれ接触する、第一および第二突出部材から形成されうる。相補的表面は、
第一と第二部分の間に第三部分も有しうる。第一、第二、および第三部分は、例示的に通
常、実質的に平面の表面を形成する。
【００２２】
　　本発明の別の態様によれば、医療弁は、入口と出口とを伴うハウジングと、中を通る
部材チャネルを伴う回転部材とを有する。回転部材は、医療用具を入口に挿入した後に、
弁を閉鎖モードから開放モードに移行させるために、回転可能である。開放モード時には
、部材チャネルが入口と出口を流体連通する。弁は、入口と出口の流体連通を断つように
回転部材に付勢する（すなわち、回転部材を閉鎖モードに向けて付勢する）、弾力部材も
有する。弾力部材は、回転部材の縦方向の動きを実質的に妨げるために回転部材と嵌合す
る、相補的部分を有する。
【００２３】
　　本発明の別の実施形態によれば、医療弁は、入口を有する内部を伴うハウジングと、
ハウジングの内部内の回転部材とを有する。回転部材は、概ね平面の嵌合表面を伴う突出
部材と、嵌合表面と平行でない、概ね平面の用具表面とを有する。用具表面は、入口に挿
入された医療用具との接触を可能にするために、入口に露出される。弁は、回転部材を閉
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鎖モードに付勢するために、突出部材の嵌合表面と嵌合する相補的表面を伴う弾力部材も
有する。
【００２４】
　　本発明の一態様によれば、医療弁は、流体の流れを可能にする開放モードと、流体の
流れを妨げる閉鎖モードとを有する。そのために、医療弁は、入口と出口とを伴うハウジ
ングと、中を通る部材チャネルを有する可動部材とを有する。部材チャネルは、可動部材
の近位開口部と遠位開口部の間に伸びる。可動部材は、弁を閉鎖モードから開放モードに
移行させるために、所定の方向に可動である。部材チャネルの遠位開口部は、所定の方向
と概ね平行の所定の寸法と、所定の寸法に対して概ね直角の第二寸法とを有する。所定の
寸法は、第二寸法より小さい。
【００２５】
　　医療弁は、閉鎖モード時に部材チャネルの遠位開口部を密封する弾力部材も有しうる
。いくつかの実施形態においては、弾力部材は、可動部材を閉鎖位置に付勢する。他の実
施形態においては、弾力部材は、出口と流体連通する所定の流路を有する。所定の流路は
、第一唇弁と第二唇弁とによって画定される近位開口部を有し、第一唇弁と第二唇弁の間
の距離は、所定の寸法より大きい。閉鎖モードから開放モードに移行するときには、遠位
開口部が、少なくとも部分的に第一唇弁を過ぎる。さらに、開放モード時には、部材チャ
ネルの遠位開口部は、第一唇弁と第二唇弁の間にありうる。いくつかの実施形態において
は、遠位開口部は、開放モード時に、第二唇弁よりも第一唇弁に近い。
【００２６】
　　可動部材は、回転部材など、多様なものを含みうる。遠位開口部の形は、多様な構造
をとりうる。例えば、遠位開口部は、長寸法と短寸法とを有する、概ね長方形でありうる
。短寸法が所定の寸法であればよく、他方で、長寸法は第二寸法でありうる。あるいは、
遠位開口部は、長軸と短軸とを伴う、概ね楕円形であり、短軸が所定の寸法であり、長軸
が第二寸法でありうる。さらに、部材チャネルの近位開口部は、遠位開口部によって画定
される面積よりも大きな面積を画定しうる。
【００２７】
　　いくつかの実施形態においては、部材チャネルの近位開口部は、標準的なルアーの外
寸よりも大きい寸法を有する。他の実施態様においては、第二寸法は、所定の寸法より約
二倍以上大きい。
【００２８】
　　本発明の別の実施形態によれば、医療弁は、入口と出口とを伴うハウジングと、内寸
が概ね遠位に減少していく中を通る部材チャネルを伴う可動部材とを有する。部材チャネ
ルは、可動部材の近位開口部と遠位開口部の間に伸びる。さらに、可動部材は、弁を閉鎖
モードから開放モードに移行させるために、可動である。開放モードにおいては、部材チ
ャネルが、入口と出口を流体連通する。弁は、閉鎖モード時に部材チャネルの遠位開口部
を密封する、弾力部材も有する。
【００２９】
　　本発明の一態様によれば、医療弁は、流体の流れを可能にする開放モードと、流体の
流れを妨げる閉鎖モードとを有する。弁は、入口と出口とを有するハウジングと、入口と
出口を交互に流体接続する、ハウジング内の弁機構とを有する。入口と出口の流体接続時
には、弁が開放モードである。医療用具の入口への挿入により、出口で正の流体移動が生
じる。さらに、弁が開放モードから閉鎖モードに移行させながら、医療用具を回収するこ
とにより、出口で実質的に中立の流体移動が生じる。
【００３０】
　　とりわけ、弁機構は、中を通る部材チャネルを伴う回転部材を有しうる。回転部材は
、医療用具を入口に挿入した後に、弁を閉鎖モードから開放モードに移行させるために、
回転可能である。開放モード時には、部材チャネルが入口と出口を流体連通する。弁機構
は、回転部材を支持する弾力部材も有しうる。
【００３１】
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　　いくつかの実施形態においては、弾力部材が回転部材を閉鎖モードに向けて付勢し、
回転部材は、開放モードと閉鎖モードの間を回転するときに、弾力部材に沿って摺動する
。他の実施形態においては、回転部材が、医療用具の縦方向挿入率の関数である角速度で
回転する。このような場合には、医療用具が実質的に一定の速度で縦方向に移動した時に
、回転部材が変化する回転速度で回転しうる。
【００３２】
　　実際には、医療用具が所定の第一距離単位を近位に移動するときには、回転部材が、
概ね第一弧に沿って開放モードから初期閉鎖位置に回転する。続けて、医療用具が第一弧
の端から所定の第二距離単位を近位に移動するときには、回転部材が、第二弧に沿って初
期閉鎖位置から第二閉鎖位置に、さらに回転する。したがって、所定の第一および第二距
離単位が実質的に同じである場合には、第一弧が第二弧より大きくなりうる。
【００３３】
　　回転部材は、開放モードから閉鎖モードに移動するために、例えば約十五度以下回転
しうる。弁は、弁機構に加えて、入口を密封するスワブ可能部材も有しうる。さらに、弾
力部材は、回転部材を支持する凹面を有しうる。
【００３４】
　　本発明の別の態様によれば、方法は、患者に医療弁を接続する。医療弁は、入口と出
口とを伴うハウジングと、ハウジング内の弁機構とを有する。そして、方法は、入口から
医療用具を挿入して弁機構を開く。医療用具の挿入により、出口で正の流体移動が生じる
。次に、方法は、弁を通して医療用具と患者の間で流体を輸送する。最後に、方法は、医
療用具をハウジング内部から回収する。医療用具の回収により、出口で実質的に中立の流
体移動が生じる。
【００３５】
　　本発明の別の態様によれば、医療弁は、入口と出口とを伴うハウジングと、中を通る
部材チャネルを伴う回転部材とを有する。他の実施形態と同様に、回転部材は、医療用具
を入口に挿入した後に、弁を閉鎖モードから開放モードに移行させるために回転可能であ
り、開放モード時には、部材チャネルが入口と出口を流体連通する。しかし、回転部材が
開放モードに向かって回転するにしたがい、医療用具の遠位移動の縦方向長さあたりの、
回転部材の回転角速度が大きくなる。
【００３６】
　　本発明のさらに別の実施形態によれば、医療弁は、入口と出口とを有するハウジング
と、中を通る部材チャネルを伴う回転部材とを有する。回転部材は、医療用具を入口に挿
入した後に、弁を閉鎖モードから開放モードに移行させるために、回転可能である。さら
に、開放モード時には、部材チャネルが入口と出口を流体連通する。回転部材は、医療用
具が入口に挿入されていない時には休止位置を、開放モード時には開放位置を有する。
【００３７】
　　このような実施形態においては、回転部材は、開放モードから閉鎖モードに移行する
ときに、開放位置から中間位置に回転する。この中間位置は、開放位置と休止位置の間に
ある。回転部材は、開放位置から中間位置に回転するときには、医療用具の遠位移動の縦
方向長さにつき第一角速度で回転し、中間位置から休止位置まで回転するときには、医療
用具の遠位移動の縦方向長さにつき第二角速度で回転する。第一角速度は、第二角速度よ
り大きい。
【００３８】
　　当業者は、以下にまとめた図面に関連して記載される、以下の「発明を実施するため
の最良の形態」から、本発明の様々な実施形態の利点をより完全に理解するはずである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３９】
　　例示的実施形態においては、医療弁は、回転部材を閉鎖モードに向けて付勢する弾力
部材を伴う、内部回転弁機構を有する。回転部材は、開放モードと閉鎖モードの間を回転
するときに、弾力部材に沿って摺動する。例示的実施形態の詳細を、以下に述べる。
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【００４０】
　　図１は、本発明の例示的実施形態に従って構成された医療弁１０の一使用例を、概略
的に示す。この例においては、カテーテル７０が、弁１０を患者の静脈と接続する（患者
は、参照番号３０で識別される）。弁が確実に適所にとどまるように、接着テープまたは
類似の材料が、カテーテル７０および患者の腕に連結されうる。
【００４１】
　　弁１０が適所に置かれたあと、看護士、医師、技術者、施術者、または他の利用者（
参照番号２０で概略的に識別される）が、病床に横たわる患者３０に薬を静脈内送達しう
る。そのために、弁を適切にプライミングおよび洗浄した後（例えば、生食水洗浄によっ
て）、看護士２０が、汚染物質を除去するために弁１０の上面をスワブする。次に、看護
士２０は、医療機器（例えば遠位に設置された太針を有するシリンジ、ＡＮＳＩ／ＩＳＯ
規格に準拠するルアーチップ）を使用して、弁１０から患者３０に薬を注入する。例えば
、医者２０が、弁１０を使用して、ヘパリン、抗生物質、鎮痛剤、他の静脈内投薬、また
は他の医学的に適切と考えられる流体等の薬物を注入しうる。あるいは、看護士２０（ま
たは他の利用者）が、弁１０を通して患者３０から採血しうる。
【００４２】
　　医療弁１０は、例えば重力利用供給システム４５からなど、他の手段から薬または他
の流体を受け取りうる。一般に、従来の重力利用供給システム４５は、ポール４７から下
がる、患者３０に導入される流体（例えば麻酔薬）を含むバッグ５０（またはボトル）を
有することが多い。そして、医者２０が、丸い先端が取り付けられた管６０を使用して、
バッグ／ボトル５０を医療弁１０に接続する。例示的実施形態においては、管の丸い先端
は、ＡＮＳＩ／ＩＳＯ規格に準拠するルアーテーパを有する。管６０が医療弁１０に接続
された後、重力（またはポンプ）により、流体が患者３０に流れ込み始める。いくつかの
実施形態においては、供給システム４５は、弁１０から管６０を分離することを必要とせ
ずに流体の流れを停止するために、管６０上に追加的なシャットオフ弁（例えば活栓弁ま
たはクランプ）を含みうる。したがって、弁１０は、長期的な「内在」処置に使用できる
。
【００４３】
　　患者３０への流体の投与または患者３０からの回収の後、看護士２０は、弁１０およ
びカテーテル７０を適切にスワブおよび洗浄して汚染物質を除去し、適切な実施を確保す
べきである。当業者に公知であるように、感染の可能性を軽減するはずである、一般に認
められた弁スワブおよび洗浄手順がある。すでに要説したように、この手順にはとりわけ
、患者に流体を送達するため、または患者から流体回収するために弁が使用される前後に
おける、適切な洗浄とスワブが必要である。
【００４４】
　　図２Ａは、図１に示される医療弁１０の斜視図を概略的に示し、図２Ｂは、Ｙサイト
ブランチ（後述）を伴う同じ弁を概略的に示す。例示的実施形態においては、主に図２Ａ
に関して、弁１０が、機器４０を弁１０に挿入する間には実質的に正の流体移動（例えば
約五～五十マイクロリットルまたは約五～十五マイクロリットル）を有し、機器４０を弁
からの除去する間には実質的に中立の流体移動（プラスマイナス約１マイクロリットルの
間の流体移動、後述）を有するように設定される。換言すれば、シリンジ４０の挿入によ
り、弁１０の遠位端（図２Ａに示される後述の遠位ポート１２０）で正の流体移動が生じ
、一方で、シリンジの除去により、弁１０の遠位端で基本的にゼロまたは無視できる流体
移動が生じる。
【００４５】
　　この文脈においては、流体移動とは、概ね、弁１０の遠位ポート１２０を通る流体の
流れをさす（後述）。したがって正の流体移動とは、概ね、遠位ポート１２０を通って遠
位方向に流れる流体をさし、他方で、負の流体移動は、概ね、遠位ポート１２０を通って
近位方向に流れる流体をさす。弁１０の正／中立の性質は、後に詳述される。もちろん、
全ての実施形態が、この特質を持つわけではない。例えば、代替的な実施形態では、弁１
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０は、機器４０の挿入時には正の流体移動を有し、機器４０の回収時には負の流体移動を
有しうる。さらに弁１０は、機器挿入および回収時に、その他の正／負／中立の流体移動
の特質を有してもよい。例えば、弁１０は、挿入時に正の流体移動を有し、回収時に正の
流体移動を有しうる。したがって、正／中立の記載は、本発明の全ての実施形態を制限す
るものではない。
【００４６】
　　本明細書に記載される流体移動が、遠位ポート１２０を通して移動される「正味」の
流体をさす点に留意する必要がある。特に、機器４０の挿入または回収の間には、遠位ポ
ート１２０を通る実際の流体の流れは方向を変え、変動しうる。しかし、この変動を考慮
した場合に、遠位ポート１２０を通る流体の流れの正味変化が、１）弁が「正の流体移動
」を有するときには正、２）弁が「負の流体移動」を有するときには負であるべきである
。同様に、上述のように、弁１０がプラスまたはマイナス一マイクロリットルの正味流体
移動を有するときには、実質的に中立の流体移動が生じる。もちろん、弁１０の流体移動
は、本明細書において機器４０の一行程（すなわち、機器４０の挿入または回収）に関し
て記載される。
【００４７】
　　理想的には、中立の移動を有する弁は、０．０マイクロリットルの正または負の流体
移動を有する。しかし、上に示唆したように、実施においては、中立の移動はプラスまた
はマイナス一マイクロリットル以下のオーダーの移動など、実際には極めてわずかな正ま
たは負の移動（例えば、製造公差によって生じる）を有しうる。換言すれば、そのような
実施形態において、中立移動の弁の遠位ポート１２０を通過させられる流体の体積は無視
できるものであり（理想的には０マイクロリットル）、弁の目的に対する影響は無視でき
るはずである。
【００４８】
　　いくつかの実施形態は、挿入時に正の流体移動を有するが、回収時には非常に低い正
の流体移動または非常に低い負の流体移動を有しうる。例えば、このような弁１０は、約
一～二マイクロリットルの負の流体移動（すなわち、近位に向けられた約一～二マイクロ
リットルの逆流）、または約一～二マイクロリットルの正の流体移動（すなわち、遠位に
向けられた、約一～二マイクロリットルの正に押された流体）を有しうる。このような分
量は、正または負の流体移動の範囲内であるが、それらは、回収時の正または負の流体移
動がより大きい弁に対しては、なお大幅な改善になるはずである。
【００４９】
　　弁の中立、正、または負の流体移動は、流体輸送の間の弁１０、カテーテル７０また
は機器４０の手動取扱いによって損なわれうる。例えば、シリンジ４０のシャフトに加え
られたわずかな内向きの力（例えば、シリンジ４０を単に持っている時の看護士の手によ
る）が、（力が加えられた時に）シリンジから、最終的には弁１０を通る正の流体移動を
加える効果を有しうる。その上、シリンジ４０からこの力を解除することにより、実際に
流体が近位に戻され、流体移動をさらに損なう負の流体移動が生じうる。しかし、これら
の効果は、遠位ポート１２０を通る流体移動の性質を決定する際には、考慮されるべきで
ない。シリンジシャフトの圧迫に関する、上に記載した問題を解決するためには、例えば
、看護士２０が、流体を含まないシリンジの別の部分（例えばシリンジ４０の近端部の突
出部）を持てばよい。
【００５０】
　　これらの所望の目標を達成するために、弁１０は、機器４０を受け取るための近位ポ
ート１１０を有する内部を形成するハウジング１００と、記載した流体移動の性質を有す
る上述の遠位ポート１２０とを有する。弁１０は、弁１０を通る流体の流れを可能にする
開放モードと、弁１０を通る流体の流れを妨げる閉鎖モードとを有する。そのために、内
部には、弁１０を通る流体の流れを交互に制御する（すなわち、許容／可能にする）弁機
構が含まれる。流体は、近位ポート１１０と遠位ポート１２０との間に伸びる完全な流体
経路を通過する。
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【００５１】
　　本明細書の記載の大部分が、遠位ポート１１０を入口とし、近位ポート１２０を出口
として言及するが、近位および遠位ポート１１０および１２０が、それぞれ出口および入
口ポートとして使用されてもよいことに留意する必要がある。したがって、いずれの構造
におけるこれらのポートの記載も、説明を目的としたものにとどまる。
【００５２】
　　弁１０は、その近端部１１０で低圧シールを提供するものと考えられる。そのために
、医療弁１０の近端部１１０は、その形状全体を通って伸びる再密封可能な開口１３０を
伴う弾力的な近位グランド８０を有する。開口１３０は、例えば、貫通した穴またはスリ
ットでありうる。あるいは、近位グランド８０が、開口１３０を伴って成形されうる。弁
１０が閉鎖モードであるときには、図２Ａに示すように、開口１３０が、ハウジング１０
０の内側表面により閉鎖されて保たれうる。その場合には、近位ポート１１０でのハウジ
ング１００の内径が近位グランド８０の外径より小さく、したがって、ハウジング１００
が開口１３０を圧搾して閉鎖する。あるいは、近位ポート１１０の内径によって提供され
る半径方向内向きの力がなくても、開口１３０が通常閉鎖されてとどまるように、グラン
ドが形成されうる。換言すれば、開口１３０が通常閉鎖されているように、近位グランド
８０が形成される。
【００５３】
　　上に示唆されるように、近位グランド８０は、入口ハウジング１６０の入口外面１４
０と同一平面であるか、やや上に伸びる（図３、後述）。したがって、近位グランド８０
と入口外面１４０が、スワブ可能表面を提示する。すなわち、たとえばアルコール消毒綿
または他の消毒綿によって、容易に清潔に拭うことができる。このような弁は、従来技術
においては典型的に「スワブ可能弁」と呼ばれている。しかし、様々な他の実施形態は、
他のタイプの弁に関しうるため、全ての実施形態がスワブ可能弁に限定されるわけではな
い。さらに、いくつかの実施形態は、ＡＮＳＩ／ＩＳＯルアー規格に準拠しない、丸い先
端を有する機器４０とともに使用されうる。
【００５４】
　　弁近位端１１０の外面は、医療機器４０を接続するための入口スレッド９０も有しう
る。代替的または追加的に、近位端は、ねじ切りされた相互接続を有しない機器４０を受
け入れるための、スリップデザインを有しうる。同様に、弁１０の遠位端は、図１のカテ
ーテルまたは他の医療機器のねじ切りされたポートを弁遠位ポート１２０に接続するため
の、スレッド２８０を含むスカート１５０を有する（図４Ａ～４Ｇを参照）。近位端入口
スレッド９０および遠位端スレッド２８０は、ＡＮＳＩ／ＩＳＯ規格に準拠することが好
ましい（例えば、ＡＮＳＩ／ＩＳＯ規格に準拠する医療機器を受け取る／接続することが
可能である）。上述のスレッドに加えて、入口ハウジング１６０の内部形状（例えば図４
Ａに示される、後述）は、標準のルアーテーパとは反対方向へテーパがつけられうる。
【００５５】
　　図３は、図１に示される医療弁１０の分解斜視図を、概略的に示す。図のように、ハ
ウジング１００は、接続されて内部を形成する入口ハウジング１６０と出口ハウジング１
７０とを含み、内部には、上述のように、弁機構が含まれる。入口ハウジング１６０およ
び出口ハウジング１７０は、スナップ嵌め接続、超音波溶接、プラスチック溶接、または
従来技術において使用される他の方法を含む、様々な方法で接合されうる。
【００５６】
　　一般に、近位グランド８０によって形成される低圧シールとは異なり、内部弁機構は
、比較的高い圧力に耐えられなければならない。したがって、この内部弁機構は、「高圧
シール」と呼ばれる。そのために、内部弁機構は、弾力部材２３０（範囲を制限すること
なく、便宜のために以下では「内部グランド２３０」と呼ばれる）と共同でハウジング１
００を通る流体チャネルを交互に開閉する、可動部材１８０を含む。図３に示される実施
形態においては、可動部材は、比較的硬い材料（例えば医療グレードのプラスチック）か
ら形成される回転部材１８０であり、その一方で、内部グランド２３０は、弾性のグラン
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ド部材（例えば医療グレードのシリコーン）である。それらの弁機能を提供するために、
内部グランド２３０は、弁ハウジング１００の内部内で回転部材１８０を支持する凹面を
有する。それらの相互作用の詳細が、以下に説明される。
【００５７】
　　したがって、上述のように、弁１０は、近位端の低圧シールと内部内の高圧シールと
の、二重シールを有するものと考えられる。例えば、図１に示される様式で使用されると
きには、低圧シールは、約九ＰＳＩ以上の（オーダーの）圧力に耐えうる。しかし、高圧
シールは、約４５ＰＳＩ以上の（オーダーの）圧力に耐えうる。もちろん、内部構成要素
の材料および形状は、これらの値を変えるために調節しうる。したがって当業者は、予想
される使用の間に一般に生じる圧力が加わった時に効果的に働くように、弁１０を設計す
べきである。
【００５８】
　　代替的実施形態では、回転部材１８０が、比較的弾性の材料から形成され、その一方
で、比較的硬い部材が内部グランド２３０に代用される。しかし、いくつかの実施形態は
、主として回転方向に可動ではない、他のタイプの可動部材を使用することにも注意すべ
きである。例えば、それらの実施形態では、可動部材が線形に摺動しうる。したがって、
このような実施形態では、定義された様式で流体の流れを交互に可能にできる可動部材が
、本発明の範囲内であると考えねばならない。
【００５９】
　　図３には明示されないが（しかし後の図により明確に示される）、回転部材１８０は
、内部グランド２３０により支持される実質的に半球状の表面１９０と、入口１１０から
挿入された機器４０に接触するための、概ね近位に露出した表面２００とを有する。後述
のように、機器４０と近位露出表面２００との間のこの接触により、回転部材１８０が効
果的に作動され、これにより弁１０が開かれる。この近位露出表面２００は、平坦であれ
ばよく、または何らかの輪郭（例えば波、溝、および／または突起）または構造を有して
もよい。したがって、平坦な表面としての記載は、説明の便宜のためにすぎない。同様に
、半球状表面１９０は、回転を可能にする別の形を有しうる（例えば楕円形、円柱形、双
曲線形）。したがって、半球形の記載は、説明の便宜のためにすぎない。
【００６０】
　　回転部材１８０は、近位露出表面２００と実質的に半球状の表面１９０とに加えて、
近位露出表面２００に平行でない、一対の突出部材２１０も有する。突出部材２１０は、
内部グランド２３０内の回転部材１８０の支持を助け、以下に詳述するように、回転部材
１８０を閉鎖位置に向けて付勢するのを助ける。流体チャネルを通る流体の流れを促進す
るために、回転部材１８０は、開放モード時に回転部材１８０および弁１０を通る流体の
流れを運ぶ、直通チャネル２２０も有する。
【００６１】
　　内部グランド２３０は、回転部材１８０を受け取り、支持するための、凹状表面２４
０を有する。閉鎖モード時には、内部グランド２３０が、回転部材１８０を通るチャネル
２２０の遠位出口２２２をカバーする。内部グランド２３０は、チャネル２２０の遠位出
口２２２をカバーすることにより、その地点で密封するとは限らない。換言すれば、流体
がチャネル２２０からなお漏れ、凹状表面２４０に沿って移動しうる。後述するように、
内部グランド２３０は、チャネル２２０を出入りするこのような流体漏出が、遠位ポート
１２０と連絡する流体経路の部分に入るのを防ぐための、追加的シーリング機能（例えば
、一実施形態ではフランジ２９４、後述）を有する。
【００６２】
　　しかし、代替的実施形態においては、弁１０が閉鎖位置にある時に、内部グランド２
３０が部材チャネル２２０の遠位出口２２２を密封する。そのために、内部グランド２３
０が、その地点で比較的密着した嵌合を有するように成形されればよい。しかし、このよ
うな嵌合により、弁１０を開閉する際の抵抗が強くなりうる。
【００６３】
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　　さらに、好ましい実施形態では、凹状表面２４０は、回転部材１８０の半球状表面１
９０の半径に大体一致する凹面であるのが効果的である。換言すれば、効果的に密接に合
った嵌合が形成されるように、半球状表面１９０の半径が、凹状表面２４０の半径とほぼ
同じである。しかし、他の実施形態は、この関係を有しない。それらの場合においては、
凹面２４０は、半球状表面１９０とは異なる半径を有すればよく（例えば、小さい、また
は大きい）、または異なる形であればよい（例えば、楕円形、卵形等）。回転部材１８０
および内部グランド２３０の動作および様々な機能は、後に詳述する。
【００６４】
　　上述のように、図３は、弁１０を形成する五つのピース（すなわち、近位グランド８
０、入口ハウジング１６０、回転部材１８０、弾力部材／内部グランド２３０、および出
口ハウジング１７０）を示す。各部分が異なる製造プロセスで形成された後、弁１０を形
成するために組み立てられる。（以下に詳述する）図４Ａに示されるように、内部グラン
ド２３０は、入口ハウジング１６０と出口ハウジング１７０との間で圧迫される。この圧
迫により、ハウジング部１６０／１７０と内部グランド２３０との間の境界面で流体が漏
出する可能性を減らす、密封が効果的に形成される。換言すれば、内部グランド２３０が
、ハウジング部１６０／１７０との間で密封を形成する。
【００６５】
　　しかし、代替的製造技術は、構成要素の総数を減少でき、したがって組み立てを簡単
にしうる。特に、近位グランド８０および入口ハウジング１６０は、「ツーショット」ま
たは「オーバーモールド」プロセスにより製造されうる。当業者には公知であるように、
ツーショット製造プロセスは、互いに化学結合される二つの材料（すなわち、エラストマ
の近位グランド８０材料と、剛性の入口ハウジング１６０を形成する材料）で形成される
、一つのピースを作成する。同様に、内部グランド２３０および出口ハウジング１７０は
、ワンピースの下部ハウジングを形成するために、ツーショットプロセスで製造されうる
。したがって、「ツーショット」製造プロセスは、弁構成要素の総数をわずか三つに減ら
し、組み立ての複雑度を大幅に減じうる。さらに、ツーショットプロセスの使用により、
近位グランド８０と入口ハウジング１６０の間の流体漏出の可能性を大幅に抑えうる。同
様に、ツーショットプロセスの使用により、内部グランド２３０と出口ハウジング１７０
の間の流体漏出の可能性を大幅に抑えうる。
【００６６】
　　図４Ａ～４Ｇは、図２Ａの弁１０の、線４－４に沿った横断面図を概略的に示す。こ
れらの図は、閉鎖モードから開放モードに向かって移行する際の、医療弁１０の全般的な
動作の詳細を概略的に示す。特に、図４Ａは、シリンジまたは他の機器４０が近位開口部
１１０から挿入されていない、閉鎖モードの弁１０を示す。この状態においては、内部グ
ランド２３０が、回転部材チャネル２２０の遠位開口部２２２を実質的にカバーする。
【００６７】
　　この図は、弁１０の多くの追加的機能の詳細も示す。特に、開放モード時にハウジン
グ１００を通る流路を最終的に構成する構成要素が示される。流路は入口ポート１１０で
開始し、内部チャンバ内へ、部材チャネル２２０を通り、内部グランド２３０の中に形成
された部材流路２９０を通って延びる。以下に詳述するように、部材流路２９０の近位開
口部２９２は、流路２９０の辺縁のまわりを効果的に密封するフランジ２９４を有する。
最終的な流路は、遠位ポート１２０で終わる出口チャネル１２２を通って延びる。
【００６８】
　　図４Ａは、回転部材１８０を閉鎖位置に付勢する内部グランド２３０も示す。特に、
内部グランド２３０の弾力は、図４Ａの構造の観点から、時計回りの方向に概ね持続的な
付勢力を提供する、ばねとしての役割をする。後述のように、機器４０により回転部材１
８０に対して加えられた十分な力がこの付勢を上回り、最終的に弁１０を開く。
【００６９】
　　医療機器４０の近位ポート１１０への挿入により、近位グランド８０の開口１３０が
開く（図４Ｂ）。開口１３０は、機器４０のルアーチップ４２の外径のまわりに効果的に
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密封を形成して、流体が近位グランド８０の近位に流れるのを防ぐ。機器４０は、少なく
とも、図４Ｃにおいて表面Ａとして示される最初の接触点で、近位に露出した回転部材１
８０の表面２００に接触するまで、遠位に移動を続ける。図のように、機器４０は、ハウ
ジング１００の内部内の体積の大きな部分を占める。したがって、これにより、内部内の
プライミング液（例えば生食水）に対する遠位に向けられた圧力が生まれる。対応する回
収ステージの間には、機器４０が占めるこの体積により、プライミングされた弁１０の中
に比較的少量の流体が効果的に残される。
【００７０】
　　挿入の間には、回転部材１８０の近位露出表面２００が、医療機器４０に対してカム
表面としての役割をする。医療機器４０により表面Ａで近位露出表面２００に加えられた
、遠位に向けられた力により、回転部材１８０が開放位置／モードに向かって回転し始め
る。特に、回転部材１８０は、弁１０の縦軸と概ね直交して調整された軸のまわりを回転
する。表面Ａにおけるこの力は、表面Ａと回転点との間に伸びるレバーアームを効果的に
形成する。この効果的なレバーアームにより加えられた力が、内部グランド２３０により
加えられる付勢力を上回ると、回転部材１８０が開放モードに向かって反時計回りに回転
し始める。
【００７１】
　　一般には、回転部材１８０は縦方向には動かない。しかし、弁材料のわずかな圧縮の
結果として、偶発的な縦方向の動きが生じることがある。
【００７２】
　　図４Ｄは、開放行程において、中間位置まで回転した回転部材１８０を示す。図４Ｃ
のから４Ｄの位置に動くために、上述のようにカム表面としての役割をする近位露出表面
２００に沿って、機器４０が摺動する。上述した効果的なレバーアームが段階的に減少し
、したがって開放抵抗が増加する。さらに、内部グランド２３０の付勢力も、回転部材１
８０が回転するに伴う解放抵抗の増加をもたらす。入口ポート１１０上のスレッド９０は
、機器４０上の対応するスレッドと嵌合して、回転部材１８０を回転させるのに十分な力
を提供するのを助ける。
【００７３】
　　また、モード間を移動する間には、回転部材１８０の概ね半球形の表面１９０が、内
部グランド２３０の対応する部分に沿って摺動する。上述のように、摺動する間に部材チ
ャネル２２０が完全に密封されるとは限らない。部材チャネル２２０から漏出する流体は
、あるとしても、フランジ２９４により、流路２９０を通過することは阻止しなければな
らない。
【００７４】
　　回転部材１８０は、部材チャネル２２０の遠位開口部２２２の先端２２６が、フラン
ジ２９４の先端２９６をほとんど通過するまで、内部グランド２３０に沿って摺動しなが
ら回転し続ける（図４Ｅ）。特に、図４Ｅに示すように、部材流路２９０の近位開口部２
９２から、部材チャネル２２０の遠位開口部２２２の流体連通が断たれたままであるため
に弁１０がなお閉鎖モードにありながら、回転部材１８０が相当量回転している。回転部
材１８０がさらに回転すると（図４Ｆ）、部材チャネル２２０の遠位開口部２２２の先端
２２６が、内部グランド２３０を通る流体経路２９０の第一端／唇弁２９６を通過し、弁
１０が開き始める。この時点で、弁近位ポート１１０と遠位ポート１２０との間に、流体
連通がある。部材チャネル２２０の一部は、この時点でなお閉塞されているが、弁１０は
、この時点で開放モードにあると考えられる。
【００７５】
　　回転部材１８０は、図４Ｇに示される全開位置まで回転し続け、全開位置では、遠位
開口部２２２が流体経路２９０に実質的に完全に露出する。したがって、この位置におい
ては、弁１０を通る完全な流路が開放される。すなわち、部材チャネル２２０、流体経路
２９０、および近位ポート１１０および遠位ポート１２０が、互いに最大限流体連通し、
医療弁１０を通る流体チャネルを形成する。例えば、いくつかの実施形態の回転部材１８
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０は、図４Ａの閉鎖位置から図４Ｇの全開位置まで旋回するために、約１５～６０度回転
する。
【００７６】
　　例示的実施形態によれば、機器４０が一定速度で縦方向に移動すると、回転部材１８
０が、変化する速度（機器４０の移動方向により、次第に増加または減少する速度）で回
転する。換言すれば、回転部材１８０は、機器４０の縦方向移動距離につき、変化する速
度で回転する。特に、機器４０が一定速度で遠位に挿入される場合には、機器４０がその
挿入上限に達するまで、回転部材１８０は速度を増加させながら回転する。これに対応し
て、機器４０が、一定速度で近位に回収される場合には、機器４０が近位に面する表面２
００との接触を失うまで、回転部材１８０が速度を減少させながら回転する。
【００７７】
　　いずれの場合においても、回転部材１８０の回転速度は、全開位置にある時に最大と
なる。したがって、部材チャネル２２０の遠位開口部２２２は、開放モード（図４Ｇ）か
ら図４Ｅに示される閉鎖モードの地点に回転するときに最も早く移動する。弧の同様の長
さを他の箇所で移動する際には、機器４０が、より長い縦方向距離を遠位に移動する。も
ちろん、実際には、機器４０を制御する人が一定速度で挿入または回収する必要はない。
したがって回転速度は、機器４０の移動速度によって完全に制御され、それは使用の間に
変動しうる。一定速度での挿入および回収の記載は、解説を目的としたものにすぎない。
【００７８】
　　回転部材１８０と内部グランド２３０が共同で、機器挿入と回転部材の回転との間の
この関係を生みだす。とりわけ、上述のように、医療機器４０が医療弁１０内へ縦方向に
移動すると、近位露出表面２００に接触する点が変わる。この接点の変化により、回転運
動を起こす上述の効果的なレバーアームの大きさが変わる。より詳しくいうと、接点が回
転部材１８０の中心に近づくにつれて、レバーアームが短くなり、回転角速度が増加する
。さらに、内部グランド２３０の付勢力により、予想される回収速度において、回収の間
に表面２００が機器４０との接触を維持することが確保される（もちろん、機器４０が、
図４Ｃに示される位置の近位に回収された後を除く）。したがって、このような理由で、
弁が閉鎖モードから開放モードに移行するに従って角速度が増加し、図４Ｅと４Ｇの間で
最大になる。
【００７９】
　　このような変化する速度は、性能上の大きな利点となる。特に、遠位開口部２２２を
閉鎖するために機器４０が引き戻される距離が、最小限になる。したがって、弁１０が閉
鎖する前に、機器４０が内部内で移動する距離が比較的短いため、遠位ポート１２０を通
る逆流（すなわち、負の流体移動）は、あるとしても無視できるはずである。したがって
、適切に構成された場合には、弁１０の遠位ポート１２０を通る流体移動が、実質的に無
視できる値となるはずである（すなわち、約－１および＋１マイクロリットルの間）。
【００８０】
　　さらに、図４Ｇに示すように、好ましい実施形態では、回転部材の遠位開口部２２２
の後縁部２２８が、部材流体経路２９０の第一端２９６を過ぎてすぐのところに設置され
るように、回転部材チャネルの遠位開口部２２２が設置される。これは、回転部材チャネ
ル２２０の遠位開口部２２２がグランド部材流体経路２９０の中心に合わせられる、代替
的実施形態とは対照的である。好ましい実施形態のこの配置は、完全開放から完全閉鎖位
置の間（例えば、図４Ｇの位置から４Ｅの位置まで）を移行するための回転量が、より少
なくてよいという利点を提供する。換言すれば、言及した代替的実施形態と比較して、完
全開放位置から閉鎖するときに、遠位開口部２２２を中心位置から図４Ｇの位置まで回転
させるために必要な追加距離を、機器４０が遠位に移動しない。したがって、上述の好ま
しい実施形態では、その追加的移動により生じる負の流体移動が回避されるはずである。
【００８１】
　　図５Ａ～５Ｃおよび６Ａ～６Ｆは、それぞれ、回転部材１８０および内部グランド２
３０の追加的な図を概略的に示す。特に、図５Ａ～５Ｃは、前の図における回転部材１８
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０のさらなる詳細を概略的に示す。上述のように、回転部材１８０は、形が概ね半球状で
あればよく、内部グランド２３０と相互作用することにより回転部材１８０を閉鎖位置に
向けて付勢する、突出部材２１０を有しうる。突出部材２１０は、回転部材１８０の両側
に設置された翼のような構造でありうる。あるいは、突出部材２１０は、回転部材１８０
の全部または一部のまわりを包む単一の連続的な構造でありうる。突出部材２１０は、他
の構成をとることもできる。したがって、記載した構成は、説明の便宜のためであり、全
ての実施形態の範囲を制限する意図ではない。
【００８２】
　　図５Ａおよび５Ｃに示すように、突出部材２１０は、近位露出表面２００に平行でな
いように向けられる。その代わりに、突出部材２１０は、表面２００から外れる。この方
向により、弁１０が閉鎖モードにある時に、近位露出表面２００が、縦軸の交軸に対して
ある角度に向けられる（図４Ａを参照）。
【００８３】
　　いくつかの実施形態においては、図５Ｃに示すように、回転部材１８０が、上部付近
に概ね直線的な壁の部分２１５も含みうる。この直線壁部分２１５は基本的に、回転部材
１８０の半球状表面１９０の上部に小さなシリンダを形成する。この部分は、密封を増強
するという、別の利点を提供する。特に、回転部材１８０が内部グランド２３０に沿って
摺動すると、直線壁部分２１５が、内部グランドに２３０内にやや突出する。これにより
、回転部材１８０と内部グランド２３０の間に、二つの部材間の流体漏出を減らす追加的
な密封が効果的に生まれる。いくつかの実施形態においては、この直線壁部分２１５の長
さは、約０．０２０インチである。
【００８４】
　　突出部材２１０は、回転部材１８０の中心から外れていてもよい。例えば、図５Ａお
よび５Ｃに示すように、突出部材２１０（例えば「翼２１０」）は、回転部材１８０の上
部の近位露出表面２００で始まった後、翼２１０が、回転弁１０の上部および中心から離
れた端２１３で終わるように、ある角度で外側および下方へ突出しうる。このような翼の
設計は、１）回転部材１８０が閉鎖位置に付勢され、２）近位露出表面２００が、上述の
ように角度がつきながら、なお弁１０の近位端に面することを確保する、一実施形態であ
る。
【００８５】
　　様々な図において、近位露出表面２００は、実質的に連続する（例えばチャネルまた
は溝がない）。しかし、代替的実施形態では、近位露出表面２００は、洗浄を促進し、流
体を部材チャネル２２０の入口２２４の方へ導くための、溝８１０Ａおよび８１０Ｂを含
みうる（図８Ａ）。チャネルは、近位露出表面２００の中心から外側へ半径方向に伸びう
る。
【００８６】
　　上述され、図５Ａおよび５Ｂに示されるように、回転部材１８０は、近位露出表面２
００から半球状表面１９０まで伸びる部材チャネル２２０を有する。好ましい実施形態に
おいては、部材チャネル２２０の入口２２４が、遠位開口部２２２より大きな面積を有す
る。実際のところ、入口２２４は、弁１０を開くために用いられる医療機器４０の丸い先
端の開口部より大きな面積を有するのが好ましい。例えば、入口２２４は、標準のルアー
の遠位開口部より大きな面積を有しうる。代替的実施形態では、入口２２４は、機器４０
の丸い先端４２の外寸によって画定される面積より大きな面積を有する。
【００８７】
　　部材チャネル２２０が、入口２２４から遠位開口部２２２へ移行するにしたがい、チ
ャネル２２０が概ね遠位に減少していく内寸を有する。換言すれば、チャネル２２０が入
口２２４から遠位開口部２２２へ移行するにしたがい、チャネル２２０の実質的に大部分
の断面積が、概ね減少する。この減少は、漸進的（例えばテーパ）でも、段階的でも、不
規則でも、他の構造でもよい。
【００８８】
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　　いくつかの実施形態においては、チャネル２２０の遠位開口部２２２は、入口２２４
とは異なる大きさおよび／または形である。本発明の例示的実施形態によれば、部材チャ
ネル２２０の遠位開口部２２２は、比較的速い弁シャットオフ能力を可能にするとともに
、流体の流れを最大化するように設定される。そのために、図５Ｂに示されるように、遠
位開口部２２２が、運動方向に対して概ね直角の、比較的大きな第一内寸を有するのが好
ましい。この大きな寸法により、弁１０が合理的に高い流速を提供できるはずである。逆
に、遠位開口部２２２は、運動方向に対して概ね平行な、対応する比較的小さな寸法（「
平行寸法」）を有する。この平行寸法は、弁が比較的迅速にオフになることを確保にする
ように選択されなければならない。換言すれば、この寸法の大きさが小さいために、全開
モードから閉鎖モード（例えば図４Ｅ）に完全に移行するために回転部材１８０が回転す
る距離が、比較的短くなる。
【００８９】
　　そのために、遠位開口部２２２は多くの形をとりうる。とりわけ、楕円形であり、長
軸が回転運動の方向に概ね直角であり、短軸が回転運動の方向に概ね平行であるように設
定されうる。この配置においては、後述のように、長軸がチャネル２２０を通る上述の高
流量を提供し、短軸が迅速な開閉を許容する。楕円形の遠位開口部２２２が記載されるが
、同じ結果を提供するために他の形が用いられてもよい。例えば、その他の形の中では、
遠位開口部２２２が実質的に長方形、角の丸い長方形、または卵形でありうる。いくつか
の実施形態においては、長軸が、短軸の約二倍以上の長さでありうる。
【００９０】
　　図４Ｇに最もよく示されるように、遠位開口部２２２は、例示的に流体経路２９０の
近位開口部より小さい。流体経路２９０の近位開口部は、第一唇弁と第二唇弁とにより画
定されうる。唇弁の間の距離は、遠位開口部２２２の短軸より大きく、これにより、唇弁
が遠位開口部２２２の外側周辺を密封できる。流体経路２９０の近位開口部は、多くの形
でありうる（例えば円形）。このような実施形態において、第一および第二唇弁は、円の
一部でありうる（例えば、各唇弁が円形の開口部の半分である）。このような密封により
、開放モード時に、回転部材１８０と内部グランド２３０との間に基本的に流体密封の流
体経路が提供される。
【００９１】
　　さらに、図４Ｇにも示されるように、様々な実施形態の遠位開口部２２２の中心線は
、流体経路２９０の近位開口部２９２の中心と位置が揃えられていない。その代わり、様
々な実施形態においては、遠位開口部２２２が流体経路の近位開口部２９２の片側に効果
的に配置されるように、部材チャネル２２０にテーパがつけられる。例えば、遠位開口部
２２２の中心線が、流体経路の近位開口部の中心線の左にあればよい。これは、上述のよ
うに、遠位開口部２２２の後縁部２２８の位置が内部グランド２３０内の流体経路２９０
の第一端２９６に実質的に揃えられ、またはこれを過ぎてすぐの所にとどまり、弁１０を
閉鎖するために必要な回転が最小限になることを確保する上で役立つ。
【００９２】
　　回転部材１８０は、図６Ａ～６Ｆに概略的に示される内部グランド２３０と嵌合し、
これにより支持される。上述のように、内部グランド２３０は、回転部材１８０を少なく
とも一部支持し、様々な形および大きさでありうる凹面２４０を有する。例えば、凹面２
４０の大きさおよび形は、回転部材１８０の大きさおよび形と一致しうる。あるいは、凹
面２４０は、回転部材１８０より小さいか大きく、楕円形、円柱形、放物線形または卵形
など、様々な形でありうる。
【００９３】
　　上述のように、内部グランド２３０は通常、グランド流体経路２９０の近位開口部２
９２を概ね囲む、フランジ２９４を有する。この文脈における「通常」という用語は、外
力を受けていない時（例えば内部グランド２３０が弁１０から切り離された時）の弾力部
材（例えば内部グランド２３０）の形を意味するために用いられる。例えば、図６Ｅは、
外側へ、グランド流体経路２９０の近位端の上方に伸びるフランジ２９４を示す。したが
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って、この図は、回転部材１８０がフランジ２９４を圧迫していない時の内部グランド２
３０を示す。これに対して、図６Ｆは、回転部材１８０によって圧迫された時のフランジ
２９４を示す。図６Ｅおよび６Ｆは、弾力部材２３０と一体であるものとして（例えば、
弾力部材２３０の一部として形成された）、フランジ２９４を示す。しかし、フランジ２
９４は、記載の機能を果たし、グランド流体経路２９０の近位端から伸びる別のタイプの
構造であってもよい。例えば、フランジ２９４は、グランド流体経路２９０の近位端周辺
に設置されたＯリングでありうる。
【００９４】
　　特に、フランジ２９４は通常、凹面２４０内に上向きに突出するだけではなく、部材
流路２９０の近位開口部２９２の上方にも突出する。その結果、通常時および弁１０内に
ある時のいずれにおいても、フランジ２９４により、流路２９０の残部と比較して近位開
口部２９２が狭くなる。後で詳述するように、弁１０がモードの間を移行する際に、フラ
ンジ２９４が回転部材１８０の半球状表面１９０に対して密封する。したがって、図４Ａ
の閉鎖モード時には、フランジ２９４により、チャネル２２０から漏出した流体が流路２
９０に入るのが防止される。換言すれば、閉鎖モード時には、フランジ２９４が弁１０の
流体密封を維持する。
【００９５】
　　これに対応して、図４Ｇの開放モード時には、フランジ２９４が部材チャネル２２０
の遠位開口部２２２の周囲を密封する。これにより、図４Ｇの開放モードにおいて、部材
チャネル２２０と流路２９０の間に、実質的に漏れがない接続が確保される。
【００９６】
　　内部グランド２３０は、回転部材１８０の翼２１０と嵌合する嵌合表面２５０も有す
る。嵌合表面２５０は、上面２５５と嵌合表面２５０の間に垂直の壁２５７をつくるため
に、内部グランド２３０の上面２５５から凹んでいればよい。好ましい実施形態において
は、翼２１０が、内部グランド２３０の「相補的部分」と考えられる（すなわち翼２１０
と相補的である）表面ＢおよびＣに置かれる。これらの表面ＢおよびＣは、内部グランド
２３０内で回転部材１８０を支持し、共同で回転部材１８０に付勢を提供する。特に、弁
１０が開閉間を移行する際にも、翼２１０の端２１１が垂直壁２５７との接触を常に維持
するのが好ましい。あるいは、いくつかの実施形態は、このような持続的な接触を有しな
い。さらに、当業者に公知のように、シリコーンは圧縮可能でない。したがって、内部グ
ランド２３０は、弁１０が開放から閉鎖モードに移行する際に（例えば、凹部３１０の上
の）グランド材料が変形してそれらの空間に入るのを可能にする、表面ＢおよびＣの下の
一対の凹部３１０を有する。
【００９７】
　　組立プロセスでは、回転部材１８０の半球状表面１９０が凹面２４０の中に置かれ、
翼２１０がグランド部材凹部３１０の上方の表面ＢおよびＣに置かれるように、回転部材
１８０が内部グランド２３０の凹面２４０の中に配置される。各翼２１０の底面２１２が
嵌合表面２５０上で平らになり、これにより回転部材１８０の近位露出表面２００が近位
に露出されて上述の角度で配置されるように、翼２１０の向きが定められる（図４Ａ～４
Ｇを参照）。完全に組み立てられた時には、入口および出口ハウジング１６０および１７
０が、翼２１０を締め付けて回転部材１８０を適所に保持し、上述のように回転部材２３
０に効果的に付勢する。この接続により、回転部材２３０の軸方向および線形移動も大き
く制限される。
【００９８】
　　ある実施形態では、翼２１０が、垂直壁２５７の高さより厚ければよい。このような
実施形態では、弁１０の組み立て時に、入口および出口ハウジング１６０および１７０が
、翼２１０をグランド材料内にやや圧迫する。これにより、翼２１０の底面２１２と嵌合
表面２５０と間に、流体漏出を防ぐ密封が形成される。また、この接続は、回転部材１８
０を適所に保持して、閉鎖モードにおいて回転部材１８０の遠位開口部２２２を、閉鎖モ
ード時には部材チャネル２９０を、密封する。



(32) JP 2009-533144 A 2009.9.17

10

20

30

40

50

【００９９】
　　例えば、弁１０が完全に組み立てられていない時に翼２１０が嵌合表面２５５より上
にわずかな距離（例えば約０．００５インチ）伸びるように、回転部材１８０および内部
グランド２３０が設計されうる。入口および出口ハウジング１６０および１７０が連結さ
れた時には、回転部材１８０が空洞２４０内のグランド材料内にやや圧迫し、翼２１０の
底面２１２を嵌合表面２５０に接触させる。これにより、回転部材１８０の半球状表面１
９０と凹面２４０との間の密封も形成される。
【０１００】
　　ある実施形態では、嵌合表面２５０および垂直壁２５７が、内部グランド２３０の上
面２５５に切断されたＣ形のグローヴ３２０の形でありうる。図６Ａおよび６Ｂは、例示
的なＣ形のグローヴ３２０を示が、グローヴは、翼２１０を受け取ることが可能な任意の
形でありうる。Ｃ形の溝３２０は、均一の平面を提供することで細片および流体が集まり
うる場所（例えば割れ目または角）を最小限にすることにより、弁の洗浄を改善しうる。
【０１０１】
　　上述し、図６Ｆに示した通り、回転部材１８０はフランジ２９４を圧迫し、回転部材
１８０の半球状表面１９０に概ね一致する輪郭を作る。操作の間には、フランジ２９４が
、半球状表面１９０との接触を維持し、基本的に表面をワイプする。そうすることによっ
て、フランジ２９４が、回転部材１８０の半球状表面１９０に対するワイパーシールを効
果的に作成する。図６Ｆにも示されるように、グランド部材流路２９０は、近位端２９２
で狭くなる。したがって、グランド部材流路２９０の内寸は、近位端２９２から遠位端２
９４にかけて増加する。
【０１０２】
　　詳細を追加して繰り返すために、図４Ａ～４Ｇを再び参照すると、利用者が医療機器
４０を弁１０内に挿入し、回転部材１８０が回転し始めると、翼２１０が表面ＢおよびＣ
でグランド材料を凹部３１０内に押し下げ始める。凹部３１０とグランド材料のエラスト
マ特性とが、翼２１０の運動と反対方向にばね力を提供し、弁１０を閉鎖モードに向けて
付勢する。上面２５５と嵌合表面２５０との間の垂直壁２５７が、回転部材１８０が摺動
するのを実質的に妨げ、基本的に回転運動だけを可能にする。垂直壁２５７は、回転部材
１８０が概ね弁の縦軸まわり（または、概ね弁の縦軸と概ね平行の軸のまわり）で捩れる
のを妨げるのにも協力する。他の実施形態においては、このような移動を妨げるために、
垂直壁２５７は必要でない。
【０１０３】
　　回転部材１８０の半球状表面１９０は、弁１０が全開になり、部材チャネル２２０が
部材流体経路２９０と流体連通するまで、空洞２４０の表面に沿って摺動し続ける。弁１
０が開放モードにある時には、部材流体経路２９０を囲むフランジ２９４が、部材チャネ
ル２２０の周りで密封を形成し、回転部材１８０と内部グランド２３０との間で流体が漏
出し弁１０の中を戻るのを防ぐ。
【０１０４】
　　図７は、医療弁１０の複数の使用例の一つを示したプロセスを表わす。良い医療によ
れば、医療弁１０の近位ポート１１０および遠位ポート１２０を、接続の前および取り外
しの後に必ず掃除（例えばスワブ）すべきであると改めて述べることが重要である。医療
弁１０の遠位ポート１２０を適切にスワブした後、医者２０が、医療弁１０を患者３０に
接続する（ステップ７１０）。そのために、医者２０が、医療弁１０の遠位ポート１２０
を、患者３０に挿入された針で終わるカテーテル７０に接続しうる（図１を参照）。
【０１０５】
　　弁１０を患者３０に接続した後、医者２０は、弁近位ポート１１０をスワブし、医療
機器４０を近位ポート１１０内に挿入する（ステップ７２０）。医療機器４０の接続およ
び挿入により、医療弁１０の遠位ポート１２０で正の移動が生じる。医者２０が医療機器
を医療弁１０内へと遠位に動かすと（ステップ７３０）、機器４０の先端が、回転部材１
８０の近位露出表面２００に沿って摺動して、回転部材１８０を回転させる。回転部材１
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８０は、部材チャネル２２０が流体経路２９０と流体連通するまで回転し続ける。この時
点で、近位ポート１１０と遠位ポート１２０も流体連通し、弁１０が開放されている。
【０１０６】
　　上述のように、医療弁１０を開くために使用される医療機器４０が、医療弁１０内の
体積のほとんどを占めるため、弁１０のプライミング体積が比較的低くて足りる（図４Ａ
～４Ｇを参照）。さらに、切断および弁閉鎖時間が短いため、医療機器４０が抜かれた時
に、空隙体積内に真空が形成されうる。
【０１０７】
　　弁１０が開放され、近位ポート１１０および遠位ポート１２０が流体連通したら、医
者２０が患者へ、または患者から、流体を輸送しうる（ステップ７４０）。例えば、医者
２０が患者３０に薬を投与したい場合には、シリンジプランジャ押し下げて、患者３０に
薬を輸送しうる。あるいは、医者２０が、患者３０から血液を回収しうる。
【０１０８】
　　流体輸送（単数または複数）が完了した後、医者２０は、医療機器を除去しうる（ス
テップ７５０）。上述のように、医者２０は、シリンジまたは医療機器４０の側面を圧搾
しないように注意すべきである。そうすると医療弁１０の遠位ポート１２０で、正または
負の移動が生じうる。医療機器４０の除去が適切に行われれば、弁遠位ポート１２０で実
質的に中立の移動が生じるはずである。
【０１０９】
　　図４Ａ～４Ｇに関して上述したように、医者３０が医療機器４０を医療弁１０から回
収するのに伴い、回転部材１８０が再び閉鎖位置の方へと回転し始める。弁１０を完全に
閉鎖するためには、少量の回転だけで足りるが、回転部材１８０は、図４Ａに示される休
止位置に戻るまで回転し続ける。
【０１１０】
　　上述の実施形態が、近位ポート１１０と遠位ポート１２０の位置同士が揃えられた医
療弁１０を記載する点に、留意する必要がある。しかし、本発明の様々な他の実施形態で
は、医療弁１０は、Ｙサイトブランチ１００Ａを含みうる（例えば、図２Ｂを参照）。Ｙ
サイトブランチ１００Ａは、ハウジング１００から伸びて、Ｙサイトチャネルを形成しう
る。Ｙサイトチャネルは、弁遠位ポート１２０と流体連通しうる。無菌性を確保するため
に、Ｙサイトチャネルは、弾力的なダイヤフラムまたは何らかのタイプの弁を有しうる。
あるいは、Ｙサイトチャネルは、弁手段を有しなくてもよい。
【０１１１】
　　上述の実施形態が、患者または病院タイプの状況での医療弁１０の使用法を記載する
点に留意することも重要である。しかし、医療弁１０は、生物医薬品業界またはその他の
患者以外の場面でも使用できる。例えば、技術者２０が、生物医薬品製造またはＲ＆Ｄプ
ロセスにおいて、注入または吸引部位として弁１０を使用しうる。
【０１１２】
　　さらに、上述のように、上述の実施形態のほとんどが、剛性材料から作られた回転部
材１８０と、弾力材料またはエラストマ材料から作られた内部グランド２３０とを記載す
るが、材料特性を逆にしてもよい。例えば、グランドが剛性材料である一方で、回転部材
１８０が弾性材料でありうる。このような実施形態においては、弁操作は、記載のものと
多くの点で極めて類似するが、相補的である。例えば、翼２１０と内部グランド２３０上
の嵌合表面２５０との間の相互作用が、異なる。特に、剛性の翼２１０がエラストマのグ
ランド材料を凹部３１０内に変形させる代わりに、剛性のグランド材料がエラストマの翼
を変形させる。しかし、グランドはなお弁１０を閉鎖位置に向けて付勢する。グランド材
料の変形ではなく、翼２１０の変形がばね力を生み出す。
【０１１３】
　　図８Ａ～８Ｃは、回転部材１８０の代替的な実施形態を示す。上述され、図８Ａに示
されるように、回転部材１８０は、洗浄を改善し、および／または部材チャネル２２０の
入口２２４の方へ流体を導くための、溝８１０Ａおよび８１０Ｂを有しうる（図８Ａ）。
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他の方法の中では、チャネルが、近位露出表面２００の中心から半径方向に外側へ伸びう
る。
【０１１４】
　　図８Ｂに示すように、回転部材１８０は、近位露出表面２００から外へ伸びる突起８
２０Ａおよび８２０Ｂも有しうる。突起は、任意の数の大きさおよび／または形であれば
よく、近位露出表面２００上の様々な場所に設置されうる。例えば、図８Ｂに示すように
、回転部材１８０は、部材チャネル２２０の片側に設置された三角形の突起８２０Ａと、
部材チャネル２２０の反対側に設置された半球形の突起８２０Ｂとを有しうる。
【０１１５】
　　図８Ｃに示すように、いくつかの実施形態では、部材チャネル２２０が、回転部材１
８０の中を通過しない。その代わりに、回転部材１８０は、回転部材１８０の外側表面に
沿って近位露出表面２００と半球状表面１８０との間に伸びる、部材チャネル２２０Ｂを
有しうる。
【０１１６】
　　図９Ａおよび９Ｂは、図８Ｃに示される回転部材を伴う、医療弁１０の断面図を示す
。図９Ａは閉鎖モードの医療弁１０を示し、図９Ｂは開放モードの医療弁１０を示す。弁
１０のこの実施形態の操作は、上述の操作とほぼ同じである。部材チャネル２２０Ｂの最
先端２２６Ｂが、流体経路２９０の第一端２９６を通過し、これにより弁１０が開放され
る。他のいくつかの実施形態と同様に、弁を閉鎖モードに再び移行させるためには、少量
の回転があれば足りる（例えば、流体経路２９０から部材チャネル２２０Ｂの最先端２２
６Ｂの流体連通を断つためには、少量回転すれば足りる）。
【０１１７】
　　以上の記載は、本発明の様々な例示的実施形態を開示するが、当然のことながら、当
業者は、本発明の真の範囲から逸脱せずに本発明の利点のいくつかを達成する様々な修正
を行いうる。
【図面の簡単な説明】
【０１１８】
【図１】本発明の一実施形態に従って構成された医療弁の一使用法を、概略的に示す。
【図２Ａ】本発明の例示的実施形態に従って構成された医療弁の斜視図を、概略的に示す
。
【図２Ｂ】Ｙサイトブランチを伴う図２Ａの医療弁の斜視図を、概略的に示す。
【図３】図２Ａに示される医療弁の分解斜視図を、概略的に示す。
【図４Ａ】図２Ａに示される弁の線４－４に沿った横断面図を、概略的に示す。この図は
、開放モードと閉鎖モードの間で弁を移行する際の、おおまかな進行を示す。
【図４Ｂ】図２Ａに示される弁の線４－４に沿った横断面図を概略的に示す。この図は、
開放モードと閉鎖モードの間を弁が移行する際の、おおまかな進行を示す。
【図４Ｃ】図２Ａに示される弁の線４－４に沿った横断面図を概略的に示す。この図は、
開放モードと閉鎖モードの間を弁が移行する際の、おおまかな進行を示す。
【図４Ｄ】図２Ａに示される弁の線４－４に沿った横断面図を概略的に示す。この図は、
開放モードと閉鎖モードの間を弁が移行する際の、おおまかな進行を示す。
【図４Ｅ】図２Ａに示される弁の線４－４に沿った横断面図を概略的に示す。この図は、
開放モードと閉鎖モードの間を弁が移行する際の、おおまかな進行を示す。
【図４Ｆ】図２Ａに示される弁の線４－４に沿った横断面図を概略的に示す。この図は、
開放モードと閉鎖モードの間を弁が移行する際の、おおまかな進行を示す。
【図４Ｇ】図２Ａに示される弁の線４－４に沿った横断面図を概略的に示す。この図は、
開放モードと閉鎖モードの間を弁が移行する際の、おおまかな進行を示す。
【図５Ａ】図２Ａの弁の中の回転部材の例示的実施形態の斜視図を、概略的に示す。
【図５Ｂ】図２Ａの弁の中の回転部材の例示的実施形態の斜視図を、概略的に示す。
【図５Ｃ】図２Ａの弁の中の回転部材の例示的実施形態の斜視図を、概略的に示す。
【図６Ａ】図２Ａの弁の中の弾力部材の例示的実施形態の斜視図を、概略的に示す。
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【図６Ｂ】図２Ａの弁の中の弾力部材の例示的実施形態の斜視図を、概略的に示す。
【図６Ｃ】図２Ａの弁の中の弾力部材の例示的実施形態の斜視図を、概略的に示す。
【図６Ｄ】図２Ａの弁の中の弾力部材の例示的実施形態の斜視図を、概略的に示す。
【図６Ｅ】図６Ａ～６Ｄに示される弾力部材の一部の接写図を、概略的に示す。この接写
は、通常状態の（圧迫または延伸力などの外力を受けていない時の）弾力部材の遠位開口
部およびフランジの詳細を示す。
【図６Ｆ】通常状態でない時の遠位開口部およびフランジの接写図を、概略的に示す。こ
の場合には、回転部材が適所にあり、したがってフランジを圧迫している。
【図７】本発明の例示的実施形態による、図２Ａに示される医療弁を使用するプロセスを
示す。
【図８Ａ】図２Ａの弁の中の回転部材の代替的な実施形態を、概略的に示す。
【図８Ｂ】図２Ａの弁の中の回転部材の代替的な実施形態を、概略的に示す。
【図８Ｃ】図２Ａの弁の中の回転部材の代替的な実施形態を、概略的に示す。
【図９Ａ】図８Ｃに示される代替的な回転部材の代替的実施形態の横断面図を、概略的に
示す。この図は、開放モードの弁を示す。
【図９Ｂ】図８Ｃに示される代替的な回転部材の代替的実施形態の横断面図を、概略的に
示す。この図は、閉鎖モードの弁を示す。

【図１】 【図２Ａ】
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